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世
界
に
学
ぶ
地
域
自
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生

の
し
く
み
と
実
践

ニ
ュ
ー
エ
ク
ス
プ
レ
ス・

ス

ペ

シ

ャ

ル

大
内
田
鶴
子
・
鯵
坂
学
・
玉
野
和
志
編
著
／
内
田
和
浩︵
経
済
学
部
教
授
︶他
共
著

定
価
二
、七
五
〇
円（
税
込
）

家
族
・
社
会
・
経
済
状
況
の
変
化
や
移
民
の
流
入
な
ど

に
よ
っ
て
多
様
化
す
る
地
域
を
ど
う
再
編
し
、
安
定
的
・

開
放
的
な
地
域
自
治
組
織
を
ど
う
つ
く
る
か
。
世
界
各

国
の
事
例
か
ら
、
日
本
に
お
け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
と
可
能
性
を
探
る
。

学芸出版社

　
５
５
、０
０
０
ス
ム
Yuridik Adabiyotlar Publish

書
棚
か
ら
歌
を
二
〇
一
五
｜
二
〇
二
〇

田
中
綾︵
人
文
学
部
教
授
︶
著

定
価
一
、一
〇
〇
円（
税
込
）

北
海
道
新
聞
の
人
気
コ
ラ
ム
「
書
棚
か
ら
歌
を
」
の
書
籍

化
第
二
弾
。
自
身
も
歌
人
で
あ
る
著
者
が
短
歌
が
引
用

さ
れ
た
本
を
見
開
き
２
ペ
ー
ジ
で
１
冊
ず
つ
紹
介
す
る
。

幅
広
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
豊
饒
な
る
読
書
世
界
が
広
が

る
"
珠
玉
"
の
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
。

北海学園大学出版会

絞
め
殺
し
の
樹

河
﨑
秋
子︵
経
済
学
部
平
成
13
年
度
卒
・
49
期
生
︶
著

定
価
二
、二
〇
〇
円（
税
込
）

北
海
道
根
室
で
"
多
難
の
道
"
を
歩
き
続
け
た
ミ
サ
エ
は

は
た
し
て
幸
せ
だ
っ
た
の
か
。
そ
の
人
生
の
道
の
り
を
、

息
子
の
雄
介
が
辿
ろ
う
と
す
る
。
数
々
の
文
学
賞
に
輝

い
た
俊
英
が
圧
倒
的
筆
力
で
贈
る
、
北
の
女
の
一
代
記
。

小学館

お
隣
は
外
国
人

定
価
一
、五
四
〇
円（
税
込
）

外
国
人
労
働
者
に
関
わ
る
18
人
の
筆
者
が
、
第
一
次
産
業

や
建
設
、
介
護
な
ど
の
現
場
で
欠
か
せ
な
い
人
材
と
な
っ

て
い
る
彼
ら
の
素
顔
と
課
題
を
論
じ
る
。
道
内
の
受
け

入
れ
状
況
や
、
技
能
実
習
制
度
な
ど
の
資
料
編
も
収
載
。

日
本
語
の
隣
人
た
ち
I+

II

中
川
裕
監
修
／
小
野
智
香
子︵
工
学
部
准
教
授
︶

   

編

定
価
五
、五
〇
〇
円（
税
込
）

﹃
日
本
語
の
隣
人
た
ち
﹄、﹃
日
本
語
の
隣
人
た
ち
Ⅱ
﹄
の

合
本
復
刊
。
東
ア
ジ
ア
の
端
に
位
置
す
る
日
本
列
島
を

取
り
巻
く
16
の
言
語
を
「
言
語
の
概
要
＋
３
章
の
会
話

と
文
法
解
説
」
と
い
う
コ
ン
パ
ク
ト
な
形
で
紹
介
。

北海道新聞社白水社

﹁
お
隣
は
外
国
人
﹂
編
集
委
員
会
編
／
宮
入
隆︵
経
済
学
部
教
授
︶・

中
川
か
ず
こ︵
名
誉
教
授
︶・
川
村
雅
則︵
経
済
学
部
教
授
︶・

湯
山
英
子︵
同
講
師︵
非
常
勤
︶︶・
設
楽
澄
子︵
同
講
師︵
非
常
勤
︶︶・
他
共
著

定
価
一
六
、九
四
一
円（
税
込
）

Palgrave Macmillan

Complexity, 
Emergence, and 
Causality in Applied 
Linguistics

Jérémie Bouchard
（人文学部准教授）著

応用言語学の複雑性、出
現、因果関係の中心的な
課題を探る。応用言語学
者により社会研究がどの
ように議論されてきたの
かを批判的に評価。より
洗練された理論的および
方法論的アプローチの発
展を論じる 。

ハワイ島

マウイ島

オアフ島
カウアイ島

ハワイ大学
ウエストオアフ校

ハワイ大学
マノア校

ハワイ大学
ヒロ校

ロ
グ
ラ
ム
や
合
同
会
議
の
開
催

と
い
っ
た
学
術
交
流
を
可
能
と

す
る
も
の
で
、
具
体
的
な
交
流

活
動
に
つ
い
て
は
今
後
両
大
学

が
個
別
に
交
渉
し
ま
す
。

　

覚
書
に
基
づ
き
、
ま
ず
は
経

営
学
部
の
２
年
生
以
上
を
対
象

に
開
講
す
る
海
外
総
合
実
習
の

現
地
研
修
を
、
２
０
２
２
年
度

よ
り
ハ
ワ
イ
大
学
で
実
施
す
る

方
向
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

海
外
総
合
実
習
で
は
、
第
１
学

期
中
に
日
本
国
内
の
企
業
訪
問

や
業
界
分
析
を
行
っ
た
学
生
が
、

夏
季
休
業
中
の
８
月
末
か
ら
約

３
週
間
ハ
ワ
イ
州
ホ
ノ
ル
ル
市

に
滞
在
し
て
研
修
を
行
う
予
定

で
す
。
滞
在
中
は
、
ハ
ワ
イ
大

学
マ
ノ
ア
校
の
国
際
プ
ロ
グ
ラ

ムNew Intensive Courses 
in English 

（NICE

）
で
語
学

研
修
を
行
う
ほ
か
、
ハ
ワ
イ
大

学
の
学
生
と
の
交
流
や
ハ
ワ
イ

の
文
化
を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
さ
ら
に
キ
ャ
ン
パ
ス
外
で

英
語
を
使
う
機
会
も
用
意
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
ハ
ワ
イ

の
企
業
訪
問
も
行
い
、
日
本
国

内
で
の
研
修
に
基
づ
い
た
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
英
語
で
実

施
す
る
予
定
で
す
。

﹇
ハ
ワ
イ
大
学
の
概
要
﹈

　

ハ
ワ
イ
大
学
は
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
ハ
ワ
イ
州
に
あ
る

１
９
０
７
年
創
設
の
州
立
大
学

で
、
ホ
ノ
ル
ル
市
内
に
あ
る
マ
ノ

ア
校
は
そ
の
メ
イ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
に
あ
た
り
ま
す
。
ワ
イ
キ
キ
か

ら
ほ
ど
近
い
マ
ノ
ア
渓
谷
の
麓

に
立
地
す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
は
広

大
で
、
お
よ
そ
１
８
、０
０
０
名

の
学
生
が
在
籍
す
る
総
合
大
学

で
す
。

　

マ
ノ
ア
校
に
あ
る
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
社
会

人
教
育
や
生
涯
教
育
、
留
学
生

を
対
象
に
し
た
各
種
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
展
開
し
て
お
り
、
国
際

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
で
あ
る

New Intensive Courses 
in English 

（NICE

）
で
は
、

聴
く
・
話
す
と
い
っ
た
オ
ー
ラ

ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
養
成
を
目
標
と
し
て
世
界
中

か
ら
多
く
の
学
生
が
集
っ
て
い

ま
す
。

海
外
総
合
実
習
I
・
II
﹇
経

営
学
部
﹈

　

８
月
末
か
ら
約
３
週
間
、
北
海

学
園
大
学
経
営
学
部
２
年
次
以

上
で
所
定
の
要
件
を
満
た
す
学

生
を
派
遣
し
ま
す
。
学
生
は
、
ハ

ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
のNICE

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
語
学
研
修
を
行

う
ほ
か
、
ハ
ワ
イ
大
学
の
学
生

と
の
交
流
、
ハ
ワ
イ
の
文
化
を

学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
さ
ら

に
キ
ャ
ン
パ
ス
外
で
英
語
を
使

う
機
会
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
て
ハ
ワ
イ
で
の
企

業
訪
問
を
行
い
、
そ
こ
で
英
語

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施

し
ま
す
。

　

本
学
は
、
２
０
２
２
年
２
月

に
米
国
ハ
ワ
イ
州
に
あ
る
ハ
ワ

イ
大
学
マ
ノ
ア
校
と
の
間
で
協

力
と
交
流
の
た
め
の
覚
書
を
交

わ
し
ま
し
た
。
ハ
ワ
イ
大
学
は

ハ
ワ
イ
州
唯
一
の
州
立
大
学
で
、

今
回
覚
書
を
交
わ
し
た
メ
イ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
た
る
マ
ノ
ア

校
（
オ
ア
フ
島
）
の
ほ
か
、
ハ

ワ
イ
島
や
マ
ウ
イ
島
に
も
キ
ャ

ン
パ
ス
を
持
つ
総
合
大
学
で
す
。

　

こ
の
覚
書
は
、
北
海
学
園
大

学
と
ハ
ワ
イ
大
学
マ
ノ
ア
校
双

方
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
、
教

員
や
学
生
の
交
流
、
学
術
情
報

や
資
料
の
交
換
、
共
同
研
究
プ

協力と交流のための覚書を締結
ハワイ大学マノア校 と 北海学園大学

協力と交流のための覚書を締結
ハワイ大学マノア校 と 北海学園大学

まずは経営学部 2年生以上を対象に2022年度海外総合実習を実施

教
員
・
学
生
の
交
流
や
学
術
交
流
を
目
指
す

北
海
道
で
働
く
、暮
ら
す

VIZUAL
XALQARO
HUQUQ
ビジュアルテキスト国際法

加藤信行（法学部教授）

植木俊哉・森川幸一
真山全 他編著
Alisher Umirdinov, 
Axadjon Xakimov 他訳
『ビジュアルテキスト国際
法』（有斐閣、２０１７年）
をウズベク語で翻訳出
版されたのが本書。ウ
ズベク語による初めて
の国際法教科書。

　

本
学
経
営
学
部
は
、
株

式
会
社
道
新
デ
ジ
タ
ル
メ

デ
ィ
ア
と
令
和
３
年
12
月

17
日
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
以
下
、
Ｃ

Ｄ
Ｐ
）
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
た
。
調
印
式
は
本
学
７

号
館
行
動
科
学
実
験
室
で

執
り
行
わ
れ
、
道
新
デ
ジ
タ

ル
メ
デ
ィ
ア
竹
石
孝
代
表

取
締
役
と
経
営
学
部
長
天

笠
道
裕
教
授
が
協
定
書
に

押
印
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
本
学

経
営
学
部
が
実
施
す
る
Ｃ

Ｄ
Ｐ
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
力

講
座
」
に
お
い
て
、
実
践
的

な
知
見
、
学
術
的
な
知
識
の

獲
得
を
目
指
し
、
協
働
で
運

営
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

◆
　
　
◆
　
　
◆

　

Ｃ
Ｄ
Ｐ
は
、
大
学
と
企
業

等
の
協
働
・
連
携
・
交
流
を

軸
と
す
る
、
講
義
で
も
ゼ

ミ
で
も
な
い
「
第
三
の
学

び
の
場
」
と
し
、
学
術
的

な
知
見
と
実
践
的
な
ス
キ

ル
を
結
び
つ
け
、
質
の
高

い
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
造
す
る

力
を
磨
く
と
と
も
に
、
地

域
企
業
と
の
連
携
を
通
じ

て
社
会
人
と
し
て
の
視
点

を
養
う
と
い
う
も
の
。「
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
リ
テ
ラ
シ
ー
」

（
１
年
次
前
期
）、「
ビ
ジ
ネ

ス
実
践
力
講
座
」（
２
年
次

前
期
）、「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

講
座
」（
２
年
次
後
期
）、「
社

会
人
力
講
座
」（
３
年
次
後

期
）
で
構
成
さ
れ
る
。

　

道
新
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ

ア
と
連
携
し
て
取
り
組
む

「
ビ
ジ
ネ
ス
実
践
力
講
座
」

で
は
、
社
会
人
と
と
も
に

リ
ア
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
課

題
解
決
に
取
り
組
む
。
ま

た
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
講
義
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
形
式
等
も
取

り
入
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場

に
対
応
で
き
る
「
応
用
力
」

を
身
に
つ
け
て
い
く
。

道新デジタルメディア×経営学部
「キャリアデザインプログラム」に関する協定締結

道新デジタルメディア竹石孝代表取締役（右）と
 天笠道裕経営学部長

ハワイ大学マノア校校舎

キャンパス内

学
長
安
酸
敏
眞

　

卒
業
生
・
修
了
生
の
皆
さ
ま
、

ご
卒
業
な
ら
び
に
ご
修
了
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

は
、
一
向
に
収
束
す
る
気

配
を
見
せ
ま
せ
ん
が
、
い

つ
か
は
必
ず
事
態
が
好
転

す
る
は
ず
で
す
。「
明
け

な
い
夜
は
な
い
」
と
い
わ

れ
る
所
以
で
す
。
こ
の
表

現
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

の
﹃
マ
ク
ベ
ス
﹄
第
四
幕

第
三
場
の
「
長
い
夜
に

も
必
ず
夜
明
け
は
来
る
」

（
木
下
順
二
訳
）、
あ
る
い

は
「
ど
ん
な
長
い
夜
も
い

つ
か
は
き
っ
と
明
け
る
の
だ
」

（
小
田
島
雄
二
訳
）
に
由
来
し

ま
す
。
原
文
は“

The night 
is long that never fi nds 

the day.”

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、「
明
け
な
い
夜
は
な

い
」
と
い
う
こ
と
が
真
実
だ
と

す
れ
ば
、「
暮
れ
な
い
日
は
な

い
」
と
い
う
の
も
ま
た
真

実
で
し
ょ
う
。「
明
け
な

い
夜
」
と
い
わ
れ
る
「
極

夜
」（polar night

）
と

い
う
現
象
と
、「
暮
れ
な
い

日
」
に
相
当
す
る
「
白
夜
」

（white night

）
と
い
う

現
象
が
、
北
極
や
南
極
な

ど
の
極
地
方
で
は
起
こ
る

と
し
て
も
で
す
。

　

さ
て
、
人
生
に
は
予
期

せ
ぬ
出
来
事
が
つ
き
も
の

で
す
。
し
ば
し
ば
物
事
が

順
調
に
運
ん
で
い
る
と
き

に
、
突
然
災
難
が
降
り
か

か
り
ま
す
。
ま
さ
に
「
好
事
魔

多
し
」
で
す
。
二
十
世
紀
後
半

か
ら
、
人
類
は
新
自
由
主
義
的

な
「
欲
望
の
資
本
主
義
」
の
上

げ
潮
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
が
、

突
如
と
し
て
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
成

長
や
発
展
の
甘
い
美
酒
に
酔
い

し
れ
て
、
あ
た
か
も
「
暮
れ
な

い
日
」
が
半
永
久
的
に
続
く
か

の
よ
う
な
錯
覚
に
陥
っ
て
い
た

人
類
は
、
思
い
が
け
ず
冷
水
を

浴
び
せ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し

進
歩
や
発
展
、
あ
る
い
は
右
肩

上
が
り
の
経
済
成
長
と
い
う
も

の
は
、
そ
も
そ
も
無
限
に
続
く

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

“
The 

longest day must have 
an end.”

と
い
う
英
語
の
諺

の
通
り
、ど
ん
な
に
長
い
日
（
盛

時
）
に
も
終
わ
り
が
あ
り
、「
暮

れ
な
い
日
は
な
い
」
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
人
生
は
は
か
な

く
、
い
と
お
し
く
、
ま
た
か
け

が
え
の
な
い
も
の
な
の
で
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

「明けない夜」と「暮れない日」



2022年（令和4年）3月15日 第129号 （2）

　

今
年
表
彰
さ
れ
た
永
年
勤
続
者
は
次

の
と
お
り
。

永
年
勤
続
・
北
海
学
園
大
学

▼
40
年
勤
続
︹
教
員
︺
佐
藤
哲
身

（
工
）、
堂
柿
栄
輔
（
工
）

▼
30
年
勤
続
︹
教
員
︺
松
根
マ
ー
ク

（
経
営
）、
上
野
之
江
（
法
）、
上
野

誠
治
（
人
）、
須
田
一
弘
（
人
）、
寺

田
吉
孝
（
人
）、米
坂
ス
ザ
ン
ヌ
（
人
）

︹
職
員
︺
岡
本
泰
典
（
経
営
）、
田
中

千
里
（
学
生
）、遠
山
陽
子
（
図
書
館
）

▼
20
年
勤
続
︹
教
員
︺
浅
妻
裕
（
経

済
）、
佐
藤
大
輔
（
経
営
）︹
職
員
︺

関
崎
晋
史
（
工
）、
畠
田
康
平
（
庶

務
）、
伏
見
卓
（
会
計
）、
渡
部
史
織

（
図
書
館
）

▼
10
年
勤
続
︹
教
員
︺
中
囿
桐
代
（
経

済
）、
松
本
広
幸
（
経
済
）、
秦
博
美

（
法
）、
久
保
勘
二
（
工
）、
新
沼
協

（
工
）、四
ツ
谷
有
喜
（
法
務
）︹
職
員
︺

石
屋
恭
美
（
学
生
）、
大
山
郁
弥
（
学

生
）、
川
辺
祐
輝
（
人
）、
竹
田
香
志

久
（
キ
ャ
リ
ア
）、
山
田
早
希
子
（
庶

務
）

永
年
勤
続
・
北
海
商
科
大
学

▼
30
年
勤
続
︹
教
員
︺
松
原
英
二

▼
10
年
勤
続
︹
教
員
︺
島
津
望

永
年
勤
続
・
北
海
高
等
学
校

▼
30
年
勤
続
︹
教
員
︺
岡
部
征
和
、

西
川
昇

▼
20
年
勤
続
︹
職
員
︺
宮
本
嘉
秀

▼
10
年
勤
続
︹
教
員
︺
牛
島
一
磨

永
年
勤
続
・
北
海
学
園
札
幌
高
等
学
校

▼
40
年
勤
続
︹
教
員
︺
石
黒
裕
基
、

大
西
修
夫

▼
30
年
勤
続
︹
教
員
︺
井
上
恵
一
、

佐
藤
真
一
、
藤
田
和
王
、
星
雄
二

▼
20
年
勤
続
︹
教
員
︺
横
山
麻
保

永
年
勤
続
・
法
人
事
務
局

▼
20
年
勤
続
︹
職
員
︺
佐
藤
真
紀
子

永
年
勤
続
者

　

教
育
振
興
会
で
は
、
昨
年
度

に
つ
づ
き
今
年
度
も
多
く
の
皆

様
か
ら
、
留
学
生
へ
の
支
援
を

目
的
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
在
籍
す
る
留
学

生
か
ら
５
名
を
厳
正
に
選
考
し
、

令
和
３
年
12
月
17
日
に
学
長（
教

育
振
興
会
会
長
）
よ
り
１
人
当

た
り
10
万
円
の
奨
学
金
（
奨
学

金
Ｃ
）
を
支
給
し
ま
し
た
。

■
　

■
　

■

▼
奨
学
金
受
給
者

経
済
学
部
経
済
学
科
４
年

李リ

浩コ
ウ

銘メ
イ

さ
ん

人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
２
年

彭ホ
ウ

天テ
ン

祥シ
ョ
ウさ

ん

人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
２
年

Ｐボ

ウ

ａ
ｎ
ｇ
Ｚシ

ゲ

ン

ｉ
ｙ
ａ
ｎ
さ
ん

法
学
部
１
年

候ホ
ウ

嘉ジ
ヤ
チ旗
さ
ん

人
文
学
部
英
米
文
化
学
科
１
年

陳チ
ン

澤タ
ク

榮エ
イ

さ
ん

  

教
育
振
興
会

　

今
年
度
最
後
の
ゼ
ミ
で
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
議
論
し

ま
し
た
が
、そ
の
中
で
も
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
は
余
裕
の
あ
る
大
企

業
が
や
る
こ
と
で
、
余
裕
の
な

い
中
小
企
業
は
儲
け
る
こ
と
に

集
中
す
べ
き
」
と
い
う
ゼ
ミ
生

の
発
言
が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
い
え
ば
、

修
士
課
程
で
Ｃ
Ｓ

Ｒ
（
企
業
の
社
会

的
責
任
）
や
企
業

倫
理
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
た
時「
Ｃ

Ｓ
Ｒ
な
ん
て
綺
麗
事
に
過
ぎ
な

い
。
倫
理
的
な
企
業
な
ん
て
存

在
し
な
い
。」
と
よ
く
言
わ
れ
た

も
の
で
す
。

　

お
気
づ
き
と
思
い
ま
す
が
、
私

の
専
門
は
経
営
学
で
す
。
約
20

年
前
に
経
営
学
と
出
会
っ
た
頃
、

経
済
性
ば
か
り
追
い
求
め
た
企

業
の
不
祥
事
が
相
次
ぎ
、
ビ
ジ

ネ
ス
と
経
営
学
の
世
界
で
は
Ｃ

Ｓ
Ｒ
と
企
業
倫
理
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
一
部
の
成

果
が
今
、
ど
の
国
も
社
会
も
組

織
も
人
も
追
求
す
べ
き
価
値
と

し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
名
の
も

と
定
着
し
つ
つ
あ
る
も
の
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
経

済
性
（
利
潤
最
大
化
）
は
達
成

で
き
た
と
し
て
も
、
広
い
意
味

で
社
会
性
を
十
分
に
考
慮
し
な

け
れ
ば
企
業
は
存
続
で
き
ま
せ

ん
（
そ
も
そ
も
持
続
不
可
能
な

社
会
に
お
い
て
企
業
組
織
が
存

在
す
る
は
ず
も
な
い
で
す
が
）。

　

経
済
性
VS 
社
会
性
の
よ
う
な

二
項
対
立
図
式
は
他
に
も
多
く

存
在
し
ま
す
。
例
え
ば
、「
効
率

性
」
は
「
柔
軟
性
」
や
「
創
造
性
」

と
ト
レ
ー
ド
オ
フ
関
係
に
あ
る

と
さ
れ
ま
す
。
効
率
性
と
は
目

的
を
達
成
す
る
手
段
に
無
駄
が

な
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
そ

れ
に
対
し
て
柔
軟
性
と
創
造
性

の
実
現
に
は
試
行
錯
誤
と
い
う

無
駄
が
不
可
欠
で
す
。

　

さ
ら
に
、
合
理
的
な
秩
序
や
規

則
を
も
っ
て
確
実
（
安
定
）
か
つ

効
率
的
に
組
織
目
的
を
達
成
す

る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
の
が
官

僚
制
組
織
で
す
。
し
か
し
、
私

た
ち
は
効
率
性
の
た
め
の
ル
ー

ル
と
規
則
が
非
効
率
化
し
て
い

く
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
で
は
、
予
測
不

能
の
時
代
を
生
き
る
私
た
ち
は

効
率
性
を
あ
き
ら
め
る
べ
き
で

し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
答
え
は

「
Ｎ
ｏ
」
で
す
。

　

近
年
の
経
営
学
で
は
、
経
済
性

と
社
会
性
で
あ
れ
効
率
性
と
柔

軟
性
で
あ
れ
、
ど
ち
ら
も
あ

き
ら
め
な
い
二
刀
流
組
織
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
は

い
え
、
二
分
法
的
思
考
を
超

え
て
両
立
・
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る

こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
両
立
で
き
な
い
と
い
う

思
い
込
み
か
ら
ど
ち
ら
か
を
あ

き
ら
め
て
し
ま
う
こ
と
、
間
違
っ

た
方
法
よ
り
も
新
し
い
方
法
を

嫌
う
あ
ま
り
結
果
的
に
何
も
変

わ
ら
な
い
最
悪
の
事
態
を
招
く

こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

二
兎
を
追
う
者
は
ど
う
な
る
？

経
営
学
部
講
師金キ

ム

倫ユ
ン
ジ
ョ
ン廷

トピックストピックス
6666

　

自
宅
の
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
計
が

４
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
を
超
え
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
し
ば
ら
く
経
ち

ま
す
。
こ
の
１
０
０
年
余
り
の

間
に
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
は
、

１
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
以
上
増
加
し
ま

し
た
。
ご
存
知
の
よ
う
に
、
こ

れ
は
、
産
業
革
命
以
降
の
人
類

に
よ
る
化
石
燃
料
の
使
用
の

結
果
で
あ
り
、
こ
の
Ｃ
Ｏ
２

の

増
加
が
地
球
温
暖
化
を
も
た

ら
し
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違

い
な
い
よ
う
で
す
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ

Ｃ
（
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府

間
パ
ネ
ル
）
の
第
６
次
報
告
書

（
２
０
２
１
年
）
で
は
、
産
業

革
命
以
降
の
温
度
上
昇
を
１
・

５
℃
以
内
に
収
め
な
い
と
（
現

在
ま
で
に
約
１
・
１
℃
上
昇
）、

人
類
を
含
め
た
地
球
上
の
生
物

圏
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
る
こ

と
が
強
く
示
唆
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

と
こ
ろ
で
、
地
球
温
暖
化
の

元
凶
と
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス

で
す
が
、
仮
に
大
気
中
か
ら
温

室
効
果
ガ
ス
が
す
べ
て
失
わ
れ

た
ら
地
上
の
平
均
気
温
（
現
在

は
約
15
℃
）
は
ど
れ
く
ら
い

に
な
る
で
し
ょ
う
か
？　

計
算

上
で
は
、
約
マ
イ
ナ
ス
18
℃

に
な
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
し
こ
の
よ
う
な
温
度
に
な
っ

た
ら
、
地
球
は
赤
道
ま
で
凍
り

付
い
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
実

は
、
地
球
史
の
中
で
、
Ｃ
Ｏ
２

だ
け
が
原
因
で
は
な
い
が
、
こ

の
よ
う
な
状
態
（
全
球
凍
結
）

に
な
っ
た
こ
と
が
３
回
ほ
ど

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
状
態

か
ら
脱
出
で
き
た
要
因
は
、
火

山
活
動
に
よ
っ
て
地
球
内
部
か

ら
供
給
さ
れ
た
温
室
効
果
ガ
ス

（
水
蒸
気
や
Ｃ
Ｏ
２

な
ど
）
に
あ

り
ま
し
た
。
現
在
の
地
上
平
均

気
温
15
℃
が
保
た
れ
て
い
る

原
因
は
、
ま
さ
に
大
気
中
の
温

室
効
果
ガ
ス
に
あ
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
地
球
史
の
観
点
か

ら
地
球
環
境
を
み
る
と
、
地
球

シ
ス
テ
ム
の
中
で
そ
の
時
々
の

環
境
が
作
ら
れ
た
わ
け
で
す

が
、
そ
の
中
に
人
間
活
動
の
影

響
が
顕
在
化
し
て
き
た
こ
と

で
、
現
在
の
地
球
温
暖
化
問
題

が
出
て
き
ま
し
た
。

　

人
間
は
、
し
ば
し
ば
自
然
と

の
対
立
概
念
と
し
て
考
え
ら

れ
が
ち
で
す
が
、
元
を
正
せ
ば

人
間
も
、
こ
の
地
球
の
自
然
環

境
の
中
か
ら
出
現
し
て
き
た
も

の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
人
為

的
影
響
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る

現
在
の
地
球
温
暖
化
も
地
球
進

化
の
中
で
の
必
然
的
な
帰
結
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
酸
素
発

生
型
光
合
成
を
始
め
た
シ
ア
ノ

バ
ク
テ
リ
ア
が
、
猛
毒
の
酸
素

で
地
球
環
境
を
汚
染
し
た
よ
う

に
⋮
。
た
だ
し
、
シ
ア
ノ
バ
ク

テ
リ
ア
と
の
違
い
は
、
人
類
に

は
知
恵
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
、
こ

れ
か
ら
地
球
の
た
め
で
は
な

く
、
私
た
ち
の
た
め
に
何
を
す

る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

【
専
門
:
地
形
学
、
山
岳
地
域

の
自
然
環
境
学
】

　

１
月
27
日
、
株
式
会
社
ツ
ル

ハ
よ
り
北
海
学
園
大
学
、
北
海

商
科
大
学
、
北
海
高
校
、
北
海

学
園
札
幌
高
校
の
４
校
に
、
合

計
９
０
０
０
本
の
ア
ル
コ
ー
ル

配
合
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
（
５
０
０

ml
）が
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
対
策
に
活
用
さ
れ
る
。

株
式
会
社
ツ
ル
ハ
か
ら

ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
寄
贈

寄贈されたハンドジェル消毒液

　

拙
著
、﹃
ネ
ッ
ト
文
化
資
源

の
読
み
方
・
作
り
方
﹄（
文
学

通
信
、
二
〇
一
九
年
）
の
帯
に

は
、「
私
た
ち
が
残
す
も
の
は
、

私
た
ち
そ
の
も
の
だ
」
と
書
か

れ
て
い
る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。

文
書
館
と
し
て
の
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
に
は
あ
ら
ゆ
る
記
録
が
蓄
積

さ
れ
、
文
化
と
と
も
に
記
憶
の

共
有
を
支

え
る
機
関

と
な
っ
て

い
る
。
つ

ま
り
、「
私

た
ち
」
の

も
の
と
し

て
残
す
こ

と
で
、
そ
こ
に
「
私
た
ち
」
の

存
在
を
封
印
し
、
同
時
に
「
私

た
ち
」
を
作
り
上
げ
る
と
い
う

こ
と
だ
。

　

そ
れ
に
デ
ジ
タ
ル
と
い
う
こ

と
ば
を
冠
し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
と
い
う
こ
と
ば
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
定
義
や
議
論
が
な
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
こ
で
は

「
私
た
ち
」
の
事
蹟
の
デ
ジ
タ

ル
に
よ
る
記
録
と
言
っ
て
お
こ

う
。
試
み
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
図

書
館
が
先
行
し
て
い
る
が
、
そ

れ
だ
け
に
留
ま
る
も

の
で
は
な
く
、「
私
た

ち
」
の
な
し
た
意
味
あ

る
こ
と
の
記
録
な
ら

ば
、
す
べ
て
当
て
は
ま

り
う
る
も
の
で
あ
る
。

　

日
本
国
と
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
を
横
断
し
た
総
合

的
な
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
の
実
現
を
目

指
す
取
組
み
が
ジ
ャ

パ
ン
サ
ー
チ
で
あ
る

（https://jpsearch.
go.jp/

）。
ジ
ャ
パ

ン
サ
ー
チ
で
は
、

二
〇
二
一
年
か
ら
の

五
箇
年
計
画
を
「
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を

日
常
に
す
る
」
と
題
し

て
、
日
常
の
一
部
と

し
て
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に

蓄
積
さ
れ
た
過
去
の
事
蹟
を
継

承
・
参
照
し
、
そ
こ
か
ら
日
々

が
生
み
だ
さ
れ
る
未
来
を
描
い

て
い
る
。

　

も
し
そ
の
よ
う
な
未
来
が
あ

る
と
す
れ
ば
、在
り
し
日
の
「
私

た
ち
」
へ
立
ち
返
る
た
め
だ
ろ

う
。
そ
の
点
、
現
在
の
コ
ロ
ナ

禍
を
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に

記
録
し
よ
う
と
い
う
、
持
田
誠

氏
（
浦
幌
町
立
博
物
館
）
を
は

じ
め
と
し
た
同
時
多
発
的
な
声

挙
げ
は
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
と
日
常
、
そ
し
て
未
来
の
関

係
を
作
る
重
要
な
試
金
石
だ
ろ

う
。
そ
こ
に
記
録
さ
れ
る
断
絶

は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
不
在
の
過

去
を
喚
起
す
る
も
の
と
な
る
。

コ
ロ
ナ
禍
以
後
、
日
常
を
立
て

直
す
基
礎
と
も
な
る
。

　

記
録
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

「
銀
行
振
込
」
と
だ
け
書
か
れ

た
メ
モ
を
ふ
と
見
つ
け
る
こ
と

で
延
滞
を
免
れ
ら
れ
る
と
い
う

よ
う
な
、
未
来
に
お
け
る
価
値

に
賭
す
側
面
が
そ
も
そ
も
あ

る
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
も

ま
た
、
未
来
を
信
じ
る
根
気
強

い
行
い
で
あ
る
。

人
文
学
部
講
師

岡お
か

田だ

一か
ず

祐ひ
ろ

デジタルアーカイブから作り出す未来

地
球
温
暖
化
問
題
の
見
方

　

元
経
済
学
部
教
授
で
名
誉
教
授
の

海か
い

保ほ

幸ゆ
き

世よ

先
生
（
79
歳
）
が
令
和
３

年
12
月
22
日
、
元
法
学
部
教
授
で
名

誉
教
授
の
菅す

が
わ
ら
か
つ
と
も

原
勝
伴
先
生
（
92
歳
）

が
令
和
３
年
12
月
26
日
に
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

海
保
幸
世
先
生
︽
ご
経
歴
︾

昭
和
44
年
４
月
本
学
経
済
学
部
専
任

講
師
（
国
際
経
済
論
及
び
演
習
な
ど

担
当
）、
昭
和
55
年
経
済
学
部
教
授
お

よ
び
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
、

平
成
元
年
経
済
学
部
長
、
経
済
学
研

究
科
長
（
平
成
３
年
迄
）、
平
成
８
年

経
済
学
研
究
科
長
（
平
成
10
年
迄
）、

平
成
21
年
３
月
退
職
。

菅
原
勝
伴
先
生
︽
ご
経
歴
︾

昭
和
27
年
北
海
道
大
学
法
経
学
部
卒

（
法
学
士
）、
昭
和
28
年
同
大
学
大
学

院
法
科
中
退
、
昭
和
32
年
本
学
法
学

部
講
師
、
昭
和
37
年
助
教
授
、
昭
和

42
年
教
授
、
昭
和
45
年
、
昭
和
49
年
、

昭
和
61
年
法
学
部
長
お
よ
び
大
学
院

法
学
研
究
科
長
と
歴
任
。「
民
法
・
民

法
原
理
」
な
ど
を
担
当
。
平
成
12
年

３
月
退
職
。

　

令
和
４
年
度
（
２
０
２
２
年

度
）
一
般
選
抜
が
２
月
９
日
か

ら
12
日
ま
で
の
４
日
間
、
札
幌

会
場
（
豊
平

校
舎
）
と
５

つ
の
地
方
会

場
（
旭
川
、
帯
広
、
函
館
、
盛

岡
、
東
京
）
で
実
施
さ
れ
、
約

４
２
０
０
名
が
受
験
し
ま
し
た
。

今
年
は
豪
雪
に
よ
り
試
験
期
間

の
前
半
に
Ｊ
Ｒ
が
全
面
的
に
運

休
す
る
と
い
う
事
態
に
な
り
ま

し
た
が
、
受
験
生
の
が
ん
ば
り

に
よ
り
、
遅
刻
者
も
ほ
と
ん
ど

な
く
、
試
験
は
予
定
通
り
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
志
願
者
数
は
、
一
般

選
抜
が
全
体
で
昨
年
度
よ
り
も

約
６
％
の
増
加
、
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
利
用
選
抜
（
Ⅰ
期
）
が

全
体
で
昨
年
度
よ
り
も
約
14
％

令
和
4
年
度

入
試
状
況

経済

学部部

経営

経営 経　　営

経　　済 1,194

555
417

793

291
242
133
154
194
107
4,080

201
140
216

40
34
631
4,711

340

333
162

261

199

41

79
38

212
134
151
248
127
2,167

ー
ー
ー

2,246

532

249
208

322

97

26

675
31

117
97
84
120
68

1,894

215
97
306

2,569 1,487

182

222
116

126

119

34

56
22

168
106
110
185
97

1,431

ー
ー
ー

学科
合格者数

共通テスト
利用選抜

共通テスト
利用選抜

一般
選抜

※経済学部・法学部は学部単位の募集。
※２部合格者数は第 2志望合格者を含む。
※一般選抜合格者数は追試験合格者を含まず。

　志願者数

地域経済

経済 経　　済
地域経済

経　　営
経営情報

法 法　　律
政　　治

人文

工

日本文化
英米文化

法 法　　律
政　　治

人文 日本文化
英米文化

社会環境工
建　　築
電子情報工
生 命 工

1部合計

2部合計
1･2 部合計

１
部

２
部

2022年度  一般選抜・
大学入学共通テスト利用選抜（Ⅰ期）入試状況 （人）

一般
選抜

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
「
超
安
全
志
向
」
と
言
わ
れ

る
最
近
の
高
校
生
の
受
験
傾
向

と
、
今
年
度
の
共
通
テ
ス
ト
（
１

月
15
日
、
16
日
実
施
）
が
大
幅

に
難
化
し
た
事
の
影
響
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

選
抜
試
験
の
合
格
発
表
は
２
月

24
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

者
あ
る
い
は
濃
厚
接
触
者
に

な
っ
た
た
め
に
一
般
選
抜
を
受

験
で
き
な
か
っ
た
人
に
対
し
て
、

追
試
験
が
２
月
26
日
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
感
染

拡
大
の
影
響

で
昨
年
度
（
６

名
）
よ
り
も
か
な
り
多
い
22
名

の
受
験
生
が
追
試
験
を
申
請
し

ま
し
た
。
追
試
験
の
合
格
発
表

は
３
月
４
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

工学部教授

髙
たか

橋
はし

伸
のぶ

幸
ゆき

一
般
選
抜
６
％
増
︑共
通
テ
ス
ト
利
用
選
抜

14
％
増

（Ⅰ期）
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北
海
道
庁
で
35
年
間
勤
務
し
、

２
０
１
２
年
４
月
か
ら
「
自
治
体

法
」
の
専
任
と
し
て
本
学
で
お
世
話

に
な
っ
た
（
２
０
０
７
～
２
０
１
１

年
度
は
「
自
治
体
職
員
論
」
の
非

常
勤
講
師
）。
指
揮
監
督
す
る
上
司

不
在
で
、
出
勤
簿
も
休
暇
処
理
簿
も

な
い
研
究
室
で
の
生
活
は
天
国
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
優
秀
な
学
生
が
多

い
=
私
の
二
つ
の
担
当
科
目
の
履

修
者
が
多
い
と
い
う
印
象
を
持
っ

た
。
し
か
し
、近
年
、確
実
に「
学
力
」

が
細
っ
て
き
て
い
る
結
果
、
私
の

担
当
科
目
の
履
修
者
が
激
減
し
た
。

ま
た
、
紀
要
ベ
ー
ス
（
あ
く
ま
で
）

で
み
る
と
、「
研
究
意
欲
」
も
近
年

細
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
教
育
現
場

で
嫌
わ
れ
ま
い
と
し
て
迎
合
す
る

こ
と
は
居
心
地
が
よ
く
、
研
究
に
対

す
る
厳
し
さ
も
鈍
磨
し
よ
う
。
こ

の
15
年
間
で
、
打
て
ば
響
く
希
望

の
大
学
=
学
園
か
ら
、
打
て
ば
逃

げ
る
絶
望
の
大
学
=
楽
園
と
化
し

た
と
い
う
の
が
述
懐
で
あ
る
。
本

学
の
再
生
に
期
待
し
た
い
。

【
略
歴
】
昭
和
52
年
東
北
大
学
法
学

部
法
学
科
卒
業
（
法
学
士
）、
同
年

北
海
道
庁
採
用
、
平
成
15
年
総
務

部
法
制
文
書
課
長
、
平
成
20
年
監

査
委
員
事
務
局
次
長
、
平
成
24
年

本
学
法
学
部
教
授
（
自
治
体
法
な

ど
担
当
）、
大
学
院
法
学
研
究
科
修

士
課
程
担
当
、
平
成
29
年
博
士
（
後

期
）
課
程
担
当
（
自
治
体
法
特
殊

研
究
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】
著

書
:
単
著
﹃
自
治
体
の
行
政
執
行
と

法
治
主
義
﹄、
共
著
﹃
設
例
で
学
ぶ

行
政
法
の
基
礎
﹄、
単
著
「
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
に
対
す
る
「
公
の
施
設
」

の
利
用
制
限
」

学
園
は
楽
園
に
な
っ
た
？

法学部教授

秦
はた

博
ひろ

美
み

14豊陵会寄贈絵画

2000年度道展出品（油彩100号）
豊平校舎3号館4階42番教室上展示

『Airport “Night”』伊藤 光悦

《プロフィール》1942 年夕張市生まれ。元石狩管内公立中学校
美術教諭。二紀会委員、北海道美術協会（道展）会員。1976
年道展札幌市長賞 ｢過疎地帯『裂』｣、1981 年佳作賞、1982 年
会友賞 ｢病棟｣、1980 年二紀展新鋭選抜展奨励賞 ｢過ぎ去
りし刻｣、1994 年二紀展同人賞 ｢石棺｣、2003 年二紀展会員
賞 ｢Airport2003｣、2005 年二紀展委員推挙 ｢TAKE OFF ’05｣
F150 号、同年北海道立近代美術館作品収蔵 ｢Airport｣ 代表
作 F100 号など。

　本学では、現代の社会で必要とされる問題解決力
を「思考力」「姿勢・態度」「経験」の３つの視点か
ら測定するアセスメントテスト「GPS-Academic」を実
施しています。結果は個別に分析がなされ、受検後
すぐに学生にフィードバックされます。さらにフォロー
アップセミナーなどを通し、“これからの学生生活の
過ごし方”や“今の社会で必要とされる力を今後どの
ように磨いていく必要があるか”などを共に考えて
いきます。受検方式は PC を利用する CBT（Computer 
Based Testing）方式で、学生は都合の良い日時・場
所で受検することができます。3 月 28 日（月）からは
2 年生の受検が開始になります。

アセスメントテスト GPS-Academic
による問題解決力測定

　

今
年
度
、
豊
平
キ
ャ
ン
パ
ス

の
図
書
館
・
国
際
会
議
場
１
～

３
階
ト
イ
レ
（
男
女
）
と
、
第

２
体
育
館
１
階
ト
イ
レ
（
男
女
）

の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、
21
番
・

22
番
・
31
番
・
34
番
教
室
に
エ

　

本
学
同
窓
会
森
本
正
夫
前

会
長
の
ご
逝
去
に
伴
い
、
令
和

４
年
２
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た

「
令
和
３
年
度
第
２
回
臨
時
評

議
員
会
」
に
お
い
て
、
第
４
代

会
長
に
関
寛
氏
が
就
任
し
た
。

関
会
長
は
「
私
た
ち
同
窓
生

が
北
海
学
園
大
学
同
窓
生
と
し

て
誇
り
を
持
ち
、
横
に
縦
に
つ

な
が
り
、
社
会
に
貢
献
し
、
母

校
北
海
学
園
大
学
を
支
援
す
る

組
織
と
し
て
最
高
の
力
を
発
揮

で
き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。

[
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
]
法
学
部
法

律
学
科
昭
和
44
年
度
卒
・
４
期

生
。
中
道
リ
ー
ス
株
式
会
社
代

表
取
締
役

ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
清
田
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
（
３
面
）
の
人

工
芝
整
備
工
事
が
行
わ
れ
、
６

面
あ
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
全
て
が

人
工
芝
と
な
っ
た
。

第 2 体育館 1 階男子トイレ 図書館・国際会議場２階女子トイレ

エアコンが設置された34 番教室清田グラウンド・テニスコート。全 6 面が人工芝となった

　

北
海
学
園
大
学
附
属
図
書
館
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
、
全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

た
。
既
存
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
見
直
し
デ
ザ
イ

ン
を
一
新
、
よ
り
見
や
す
い
サ
イ
ト
と
な
っ

た
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
も
対
応
可

能
に
な
っ
た
。

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
蔵
書
検
索
や
電

子
ソ
ー
ス
の
検
索
を
は
じ
め
、
イ
ン
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

化
資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス
、
松
浦
武
四
郎
手
稿

本
公
開
、
図
書
館
紹
介
動
画
視
聴
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
閲
覧
す
こ
と
が
で
き

る
。

　

よ
り
便
利
に
な
っ
た
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

図書館HP

平
成
３
年
４
月
に
本
学
に
着
任

し
、
今
年
の
３
月
の
退
職
ま
で
31

年
間
、
皆
様
に
は
本
当
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
着
任
当
時
の
山

鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
元
警
察
学
校

の
校
舎
や
体
育
館
が
そ
の
ま
ま
使

わ
れ
て
お
り
、
立
派
な
キ
ャ
ン
パ

ス
と
は
到
底
言
え
る
代
物
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
ん
な
キ
ャ

ン
パ
ス
で
し
た
が
学
生
は
と
に
か

く
元
気
で
、「
よ
く
学
び
よ
く
遊
べ
」

を
実
践
し
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
特
に
、
卒
業
研
究
で
指
導
し

た
学
生
は
今
で
も
近
く
に
来
る
と

「
先
生
、
元
気
で
す
か
」
と
と
び
っ

き
り
の
笑
顔
で
研
究
室
に
飛
び
込

ん
で
き
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
数
多
く
の
卒
業
生
と
会
っ
て

直
接
伝
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、今
度
は
「
よ
く
働
き
よ
く
遊
べ
」

を
実
践
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
学

の
発
展
と
学
生
諸
君
の
活
躍
を
祈

念
し
て
お
り
ま
す
。

【
略
歴
】
昭
和
54
年
室
蘭
工
業
大
学

土
木
工
学
科
卒
業
、
昭
和
56
年
北

海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
土

木
工
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
、
平

成
３
年
工
学
博
士
（
北
海
道
大
学
）、

昭
和
57
年
苫
小
牧
工
業
高
等
専
門

学
校
土
木
工
学
科
助
手
、
平
成
３

年
本
学
工
学
部
助
教
授
、
平
成
７

年
同
教
授
（
水
理
学
Ⅱ
・
演
習
な

ど
を
担
当
）、
平
成
７
年
大
学
院
工

学
研
究
科
修
士
課
程
担
当
（
水
循

環
工
学
特
論
な
ど
を
担
当
）

【
主
な
論
文
】「
周
波
数
応
答
法
の

非
線
形
流
出
系
へ
の
適
用
」、「
小

流
出
試
験
地
（
室
蘭
）
の
流
出
特

性
・
流
出
解
析
」、「A new tank 

m
odel coupled w

ith the 
storage routing method

」

本
学
の
31
年
間
を
振
り
返
っ
て

工学部教授

嵯
さ

峨
が

浩
ひろし

本
学
に
赴
任
し
て
ち
ょ
う
ど
40
年

が
経
ち
ま
し
た
。
こ
の
間
、
博
士
１

名
、
修
士
５
名
、
３
０
０
名
を
超
え

る
ゼ
ミ
生
を
社
会
に
送
り
出
し
て
き

ま
し
た
。

私
の
専
門
が
「
建
築
音
響
」
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
ホ
ー
ル
の
音
響
設

計
な
ど
で
お
手
伝
い
を
す
る
機
会
が

少
な
か
ら
ず
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
際
、

設
計
・
施
工
を
担
当
す
る
卒
業
生
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
そ
の
た
く
ま

し
く
成
長
し
た
姿
に
驚
い
た
も
の
で

す
。
ま
た
、キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

長
を
務
め
た
４
年
間
に
は
、
ベ
テ
ラ

ン
技
術
者
と
な
っ
た
卒
業
生
が
新
入

社
員
を
連
れ
て
し
ば
し
ば
リ
ク
ル
ー

ト
に
や
っ
て
き
て
、
そ
の
頼
も
し
い

姿
に
も
ず
い
ぶ
ん
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
学
の
卒
業
生
が
道
内
の
建
築
業

界
で
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
卒
業
生

の
益
々
の
ご
活
躍
を
願
っ
て
や
み
ま

せ
ん
。

【
略
歴
】
昭
和
51
年
室
蘭
工
業
大
学
大

学
院
工
学
研
究
科
建
築
工
学
専
攻
修

士
課
程
修
了
（
工
学
修
士
）、
平
成
６

年
博
士
（
工
学
[
室
蘭
工
業
大
学
]）、

昭
和
51
年
室
蘭
工
業
大
学
工
学
部
助

手
、
昭
和
57
年
本
学
工
学
部
講
師
、

昭
和
58
年
同
助
教
授
、
平
成
２
年
同

教
授
（
建
築
環
境
計
画
な
ど
担
当
）、

平
成
３
年
大
学
院
工
学
研
究
科
修
士

課
程
担
当
、
平
成
７
年
博
士
（
後
期
）

課
程
担
当
（
都
市
環
境
評
価
特
論
、

音
環
境
計
画
特
別
講
義
な
ど
担
当
）、

平
成
24
年
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

長
、
平
成
29
年
工
学
研
究
科
長

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】

論

文
:

共

著
「Community 

response to a step change 
in the aircraft noise 
exposure around Hanoi Noi 
Bai International Airport

」、

「C
om

bined effects of 
high-speed railway noise 
and ground vibrations on 
annoyance

」、「Exposure-
response relationships for 
road traffic and aircraft 
noise in Vietnam

」

　

１
９
９
７
年
に
工
学
部
に
着
任

し
、
25
年
に
お
よ
ぶ
山
鼻
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
教
員
生
活
も
、
早
や
停

年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

時
間
が
過
ぎ
る
の
は
早
い
も
の
で
、

毎
日
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
ま

し
た
。

私
の
研
究
室
で
は
、
毎
年
10
名

程
度
の
学
生
が
卒
研
生
と
し
て
集

ま
り
ま
す
が
、
元
気
の
あ
る
学
生

が
多
く
、
学
生
同
士
の
協
力
関
係

も
強
い
点
が
頼
も
し
く
感
じ
ま
す
。

お
互
い
に
実
験
や
論
文
作
成
を
協

力
し
て
行
っ
て
い
る
姿
は
、
つ
い

つ
い
、
親
の
気
持
ち
で
学
生
に
接

し
て
し
ま
い
、
今
の
気
持
ち
を
大
切

に
し
て
欲
し
い
と
、
毎
年
、
大
好

き
な
本
学
の
学
生
達
と
時
間
を
共

有
で
き
た
事
を
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
へ
の
希
望
で
す
が
、
私
の

専
門
で
あ
る
建
築
材
料
学
に
つ
い

て
は
、
定
年
後
も
研
究
を
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
工
学
部

に
は
研
究
を
継
続
す
る
研
究
室

や
、
制
度
等
の
研
究
継
続
の
環
境

が
あ
り
ま
せ
ん
。
企
業
等
か
ら
受

託
研
究
の
継
続
要
請
が
あ
り
ま
す

が
、
研
究
環
境
が
無
い
た
め
断
念

せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
現
状
で
す
。

今
後
の
改
善
を
希
望
し
ま
す
。
最

後
に
な
り
ま
す
が
、
北
海
学
園
大

学
の
自
由
闊
達
な
学
風
を
保
持
し
、

益
々
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

【
略
歴
】
昭
和
53
年
北
海
道
大
学

大
学
院
工
学
研
究
科
建
築
工
学
専

攻
修
士
課
程
修
了
、
昭
和
56
年
同

博
士
課
程
修
了
（
工
学
博
士
）、
昭

和
56
年
藤
沢
薬
品
工
業
株
式
会
社

（
現
、
ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
株
式
会

社
）、
中
央
研
究
所
主
任
研
究
員
、

平
成
９
年
本
学
工
学
部
建
築
学
科

教
授
（
25
年
間
）（
建
築
一
般
構
造

な
ど
担
当
）
大
学
院
工
学
研
究
科

修
士
課
程
担
当
、
平
成
14
年
博
士

（
後
期
）
課
程
担
当
（
環
境
材
料
工

学
特
別
講
義
Ⅰ
・
Ⅱ
な
ど
担
当
）

【
主
な
著
書
・
論
文
・
発
表
等
】
共

著
﹃
建
築
材
料
用
教
材
﹄、﹃
寒
中

コ
ン
ク
リ
ー
ト
施
工
指
針
・
同
解

説
﹄、﹃
耐
寒
促
進
剤
の
品
質
基
準

お
よ
び
施
工
ガ
イ
ド
﹄、﹃
コ
ン
ク

リ
ー
ト
実
務
便
覧
﹄、﹃
コ
ン
ク
リ
ー

ト
用
混
和
材
料
の
最
新
技
術
に
関

す
る
研
究
委
員
会
報
告
書
﹄、
単
著

﹃
超
高
耐
久
性
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
開

発
研
究
﹄

卒
業
生
へ
の
期
待

本
学
に
思
い
を
は
せ
て
　
　

〜
楽
し
か
っ
た
毎
日
に
感
謝
〜

工学部教授

佐
さ

藤
とう

哲
てつ

身
み

工学部教授

杉
すぎ

山
やま

雅
まさし

　

昭
和
53
年
頃
の
教
室
は
、
１
、２
、

３
号
館
だ
け
で
、男
子
学
生
ば
か
り
、

学
校
の
出
入
り
は
自
由
で
し
た
。
当

時
１
号
館
の
真
ん
中
に
も
玄
関
が
あ

り
、
そ
れ
を
物
語
る
か
よ
う
に
34
番

教
室
の
後
方
扉
を
開
け
る
と
中
途
半

端
な
階
段
が
あ
り
ま
す
。
経
理
事
務

が
長
く
、
学
生
対
応
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
平
成
23
年
工
学
部
異
動

は
最
初
は
不
安
で
し
た
が
、
１
年
生

と
日
々
成
長
し
て
い
き
毎
日
が
楽
し

み
に
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
か
学
生
か

ら
「
白
石
さ
ん
」
と
名
前
で
呼
ば
れ
、

１
年
生
の
時
し
か
対
応
し
て
い
な
い

の
に
山
鼻
校
舎
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
来
て

話
を
し
て
い
く
学
生
、
卒
業
が
決

ま
っ
て
就
職
出
来
た
と
報
告
し
て
い

く
学
生
、
お
役
に
立
て
た
の
か
わ
か

り
ま
せ
ん
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
ま

た
、
私
も
子
供
達
も
学
園
大
学
に
お

世
話
に
な
り
、
本
当
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。
た
だ
、
60
歳
で
人
文
学
部

異
動
、
係
長
か
ら
18
年
間
昇
格
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

【
略
歴
】
昭
和
53
年
北
海
学
園
事
務

局
経
理
部
経
理
課
書
記
、
昭
和
58
年

北
海
学
園
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科

卒
業
、
平
成
４
年
北
海
学
園
事
務
局

経
理
部
経
理
課
主
任
、
平
成
15
年
同

部
財
政
課
係
長
、
平
成
23
年
本
学
工

学
部
係
長
、
平
成
31
年
人
文
学
部
係

長

44
年
の
在
職
を
振
り
返
っ
て

人文学部係長

白
しら

石
いし

美
み や こ

也子

ト
イ
レ
改
修
・
エ
ア
コ
ン
設
置

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
人
工
芝

学
内
施
設
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
教
職
員
を
対

象
と
し
た
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
会
」

（
本
学
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
・
対
策
委

員
会
主
催
）
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
を
図
り
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
て
い
る
。
映
像
配
信
期
間
は
、

12
月
15
日
か
ら
令
和
４
年
３
月
31
日

ま
で
。
講
師
は
、
弁
護
士
で
北
海
道

大
学
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
員
の
上
田

絵
理
氏
。
新
任
教
職
員
は
赴
任
の
年

度
に
、
そ
の
他
の
教
職
員
は
平
成
23

年
度
以
降
、
４
年
に
１
回
、
出
席
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
会

令和
３年度

退
職
教
職
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

教
育
・
研
究
・
大
学
運
営
な
ど
長
年
に
わ
た
り
ご
尽
力

い
た
だ
い
た
教
職
員
の
方
々
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

北
海
学
園
大
学
同
窓
会
﹁
豊
平
会
﹂

第
４
代
会
長
に
関せ

き

寛ひ
ろ
し

氏
就
任
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経済学部教授  板
いた

垣
がき

暁
あきら

日本人の自動車に対する
意識の変遷についての研究

北海学園学術研究助成事業報告⑳

研究
課題

　

本
研
究
は
、
新
聞
、
雑
誌
等

の
文
献
資
料
を
用
い
て
、「
戦
後

復
興
期
か
ら
１
９
７
０
年
代
ま

で
の
時
期
に
お
け

る
日
本
人
の
国
産

乗
用
車
に
対
す
る

意
識
が
ど
の
よ
う

に
変
遷
し
て
い
っ
た
か
」
を
明

ら
か
に
し
た
。

　

現
在
、
日
本
の
自
動
車
産
業

は
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界
を

代
表
す
る
製
造
業
に
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
終
戦
直
後
は
資
材

不
足
を
理
由
に
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
乗

用
車
の
生
産
は
禁
止
さ
れ
、
生

産
再
開
後
も
海
外
メ
ー
カ
ー
製

乗
用
車
と
比
べ
、
品
質
・
価
格

の
両
面
で
劣
っ
た
存
在
で
あ
っ

た
。
高
度
経
済
成
長
期
後
半
の

１
９
６
０
年
代
後
半
に
な
る
と
、

自
動
車
は
、
ク
ー
ラ
ー
、
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ
と
と
も
に
、
３
Ｃ
と
呼

ば
れ
、
消
費
の
象
徴
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
二
度
の
石
油
危
機
を
経

て
、
小
型
・
低
燃
費
と
い
う
日
本

車
の
特
質
が
武
器
と
な
り
、
日
本

車
は
海
外
で
の
販
売
を
増
や
し

て
い
っ
た
。
一
方
、
１
９
６
０

年
代
か
ら
70
年
代
は
、
自
動
車

の
排
気
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染

や
自
動
車
事
故
が
社
会
問
題
と

な
り
、
自
動
車
が
社
会
的
な
批

判
を
受
け
る
対
象
と
な
っ
た
時

期
で
も
あ
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
変
遷
を
遂
げ

な
が
ら
成
長
し
て
い
っ
た
自
動

車
産
業
は
、
そ
の
過
程
で
、
肯
定
、

否
定
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
評
価

を
受
け
て
き
た
。
本
研
究
で
は
、

新
聞
や
雑
誌
等
を
用
い
、
い
わ
ゆ

る
「
大
衆
」
か
ら
の
評
価
の
変
遷

を
複
数
の
評
価
軸
か
ら
明
ら
か

に
し
た
。
ま
ず
、
日
本
車
に
対

す
る
評
価
は
、
低
評
価
→
憧
れ

→
「
目
標
」
→
批
判
と
い
っ
た
変

遷
を
経
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
次
に
自
動
車
そ
の
も
の
へ

の
評
価
は
、憧
れ
及
び
批
判
→「
目

標
」
→
批
判
へ
と
変
遷
し
た
。
さ

ら
に
、
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー

へ
の
評
価
は
、
軽
視
あ
る
い
は

閑
却
→
評
価
あ
る
い
は
期
待
→

批
判
へ
と
変
遷
し
た
。

　

自
動
車
あ
る
い
は
自
動
車

メ
ー
カ
ー
へ
の
評
価
は
先
行
研

究
に
お
い
て
も
分
析
の
対
象
と

な
っ
て
き
た
。
と
は
い
え
、
そ

れ
ら
は
、
例
え
ば
自
動
車
公
害

問
題
な
ど
、
あ
る
問
題
を
論
じ

る
た
め
の
副
次
的
な
分
析
に
と

ど
ま
っ
て
い
た
。
ま
た
、
先
行

研
究
で
は
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、

日
本
車
、
自
動
車
を
一
体
の
モ

ノ
と
し
て
捉
え
る
傾
向
に
あ
る
。

本
研
究
で
は
、
そ
れ
ら
の
問
題

を
一
定
程
度
解
決
す
る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
と
は
異
な
る

視
点
を
提
示
す
る
こ
と
が
出
来

た
。
ま
た
、
本
研
究
は
、
一
般
大

衆
=
消
費
者
の
視
点
と
い
う
観

点
か
ら
自
動
車
産
業
を
捉
え
直

す
こ
と
で
、
近
年
、「
消
費
」
が

重
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
経
済
史
・
経
営

史
分
野
に
お
け
る
新
た
な
視
角

を
提
供
し
た
。
加
え
て
、
個
人

の
利
便
性
向
上
や
円
滑
な
流
通

と
い
う
効
用
を
も
た
ら
す
一
方
、

公
害
や
交
通
渋
滞
、
事
故
な
ど

の
外
部
不
経
済
を
も
た
ら
す
「
自

動
車
」
と
い
う
存
在
が
、
ど
の

よ
う
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
定
着

し
て
い
っ
た
か
を
、「
大
衆
の
視

点
」
と
い
う
観
点

か
ら
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
、
社
会

史
に
お
け
る
新
た

な
視
角
を
提
供
し
た
。

　

一
方
、
今
回
の
研
究
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
る
公
共
図
書
館
の
休
館
な
ど

に
よ
り
、
調
査
に
制
約
が
生
じ

た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
今
後

は
、
よ
り
幅
広
い
資
料
を
使
用

し
、
よ
り
重
層
的
な
研
究
へ
と

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

暁
あきら

北海学園学術研究助成事業報告⑳

１
９
７
６
年
生
ま
れ
。１
９
９
９
年
東
京
都
立
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
卒
。

２
０
０
１
年
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
経
済
史
専
攻
修
士
課
程
修

了
。
２
０
０
８
年
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
経
済
史
専
攻
博
士
課
程

単
位
取
得
退
学
。
２
０
１
１
年
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
経
済
史
専

攻
博
士
課
程
修
了
。
経
済
学
博
士
。
２
０
０
８
年
北
海
学
園
大
学
経
済
学
部

経
済
学
科
専
任
講
師
、
２
０
１
１
年
北
海
学
園
大
学
経
済
学
経
済
学
科
准
教

授
を
経
て
、
２
０
１
９
年
よ
り
現
職
。
専
門
は
日
本
経
済
史
・
日
本
経
営
史
。

新
聞
や
雑
誌
な
ど
文
献
資
料
を
用
い
て
﹁
大
衆
﹂
評
価
を
分
析

　

本
学
地
域
連
携
推
進
機
構
と

北
広
島
市
と
の
連
携
企
画
・
地

域
連
携
特
別
講
座
が
令
和
３
年

12
月
15
日
、
北
広
島
市
芸
術
文

化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。　

　

本
学
の
教
育
・
研
究
を
社
会

に
還
元
し
、
地
域
づ
く
り
・
ま

ち
づ
く
り
・
人
づ
く
り
等
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
本

講
座
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
行

わ
れ
て
い
る
。

　

今
回
は
２
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
、
参
加
し
た
市
民
は
熱
心

に
受
講
し
て
い
た
。

◆　
　

◆　
　

◆

﹁
ス
ポ
ー
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が

目
指
す
も
の
﹂

経
営
学
部
伊
藤
友
章
教
授

　

北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
の
開

業
を
２
０
２
３
年
に
控
え
た
北

広
島
市
と
の
連
携
事
業
と
い
う

こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
を

主
体
と
し
た
「
見
る
ス
ポ
ー
ツ

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」
の
枠
組

み
か
ら
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
の
今
後

を
考
え
て
い
く
よ
う
な
形
で
進

め
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
日
、
自
立
的
な
運
営
が
求

め
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
に

と
っ
て
は
、
試
合
の
勝
ち
負
け

に
左
右
さ
れ
ず
常
に
人
々
が
集

い
、
常
に
楽
し
ん
で
帰
る
こ
と

が
出
来
る
仕
組
み
を
作
っ
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

課
題
に
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を
は
じ

め
多
く
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー

ム
が
出
し
た
答
え
が
、「
時
間
消

費
型
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
、

そ
し
て
「
地
域
の
人
々
と
の
長

期
的
な
関
係
性
を
強
化
し
て
い

く
」
こ
と
で
し
た
。
ボ
ー
ル
パ
ー

ク
構
想
は
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
こ

う
し
た
路
線
を
完
成
さ
せ
る
最

終
段
階
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
も
の
と
し
て
捉
え
て
説
明
を

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
質
疑
を
通
じ
て
北
広

島
に
古
く
か
ら
住
ん
で
い
る

人
々
と
の
一
体
化
と
い
う
ボ
ー

ル
パ
ー
ク
の
課
題
も
み
つ
か
り
、

非
常
に
有
意
義
な
講
演
と
な
り

ま
し
た
。

北
広
島
市
×
北
海
学
園
大
学
連
携
企
画  

地
域
連
携
特
別
講
座

本
書
は
、
北
海
道
新
聞
「
日

曜
文
芸
」
欄
で
連
載
中
（
二
○

○
九
年
十
一
月
五
日
～
現
在
に

至
る
）
の
コ
ラ
ム
「
書
棚
か
ら

歌
を
」
の
抄
録
で
す
。
既
刊
の

﹃
書
棚
か
ら
歌
を
﹄（
深
夜
叢
書

社
、
二
○
一
五
年
）
に
は
、
二

○
一
五
年
一
月
十
八
日
掲

載
分
ま
で
を
収
録
し
て
お

り
、本
書
に
は
、そ
れ
以
降
、

二
○
二
○
年
ま
で
の
も
の
を
収

め
ま
し
た
。

　

短
歌
が
引
用
さ
れ
た
著
書
を

紹
介
す
る
、
と
い
う
珍
し
い

ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
で
、
ま
ず
短
歌

を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
の
よ
う
に

巻
頭
に
置
き
、
見
開
き
二
ペ
ー

ジ
で
一
冊
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
ど
こ
か
ら
開
い
て
も
、
手

軽
に
本
に
出
合
え
る
レ
イ
ア
ウ

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
刊
を
中
心
に
紹
介
し
、

ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
は
、
評
伝
や

女
性
史
、
昭
和
の
戦
争
、
労
働

の
話
題
、
時
代
小
説
、
歌
集
や

歌
書
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

歌
舞
伎
町
ホ
ス
ト
の
歌
集
や
、

キ
ョ
ン
キ
ョ
ン
（
小
泉
今
日
子

さ
ん
）
に
よ
る
書
評
集
な
ど
も

お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

引
用
し
た
短
歌
は
、
若
い
世

代
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

き
み
の
た
め
用
意
さ
れ
た

る
滑
走
路
き
み
は
翼
を
手

に
す
れ
ば
い
い萩

原
慎
一
郎

　

ま
た
、
ベ
テ
ラ
ン
歌
人
の
味

わ
い
深
い
短
歌
も
紹
介
し
て
い

ま
す
。電

車
に
て
酒し

ゅ

店て
ん
加か

六ろ
く
に
行

き
し
か
ど
そ
れ
よ
り
後
は

泥
の
ご
と
し
も佐

藤
佐
太
郎

愛
さ
れ
た
記
憶
よ
り
愛
し

た
る
記
憶
多
し
さ
び
し
く

も
あ
る
か
冬
に
入
る
日
よ

馬
場
あ
き
子

二
○
一
七
年
に
、
旭
川
市
に

あ
る
三
浦
綾
子
記
念
文
学
館
の

館
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
が
、

三
浦
綾
子
の
夫
・
光
世
が
詠
ん

だ
綾
子
の
短
歌
も
紹
介
し
て
い

ま
す
。着

ぶ
く
れ
て
吾
が
前
を
行

く
姿
だ
に
し
み
じ
み
愛か

な
し

吾
が
妻
な
れ
ば
　
　三浦
光
世

　

本
書
は
、
安
酸
敏
眞
学
長
の

も
と
に
設
立
さ
れ
た
北
海
学
園

大
学
出
版
会
の
「
し
ま
ふ
く
ろ

う
新
書
」
か
ら
刊
行
さ
れ
、
あ

り
が
た
い
こ
と
に
、
研
究
成
果

刊
行
経
費
の
交
付
も
受
け
ら
れ

ま
し
た
。
ご
関
係
各
位
に
感
謝

し
、
よ
り
多
く
の
方
々
の
手
に

取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
っ
そ
く
、
友
人
の
紹

介
で
、
二
月
か
ら
函
館
栄

好
堂
（
函
館
丸
井
今
井
六
階
）

店
頭
に
並
べ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
お
近
く
の
方
、
ど
う
ぞ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

私
が
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
の
少
数

言
語
で
あ
る
イ
テ
リ
メ
ン
語
に

初
め
て
出
会
っ
た
の
は
、
学
部

２
年
生
の
時
で
し
た
。
当
時
イ

テ
リ
メ
ン
語
に
関
す
る
文
献
は

ロ
シ
ア
語
で
書
か
れ
た
も
の
が

ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
た
め
、
必
死

に
ロ
シ
ア
語
を
勉
強
し
、
イ
テ

リ
メ
ン
語
の
文
法
書
を
読
み
解

い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

イ
テ
リ
メ
ン
語
は
子
音
連
続

が
多
い
言
語
で
あ
り
、
ロ
シ
ア

で
書
か
れ
た
文
法
書
に
は
６
子

音
連
続
の
語
が
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
当
時
の
私
は
「
こ
れ
は

本
当
に
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
、

そ
ん
な
の
人
間
に
発
音
で
き
る

わ
け
が
な
い
」
な
ど
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
に

調
査
を
す
る
と
、
６
子
音
ど
こ

ろ
か
７
子
音
連
続
す
る
語
が
発

見
さ
れ
て
、
今
で
は
「
イ
テ
リ

メ
ン
語
は
い
く
つ
子
音
が
連
続

し
て
も
よ
い
（
制
限
が
な
い
）

の
で
は
な
い
か
」
と
考
え
る
に

至
っ
て
い
ま
す
。
例
を
挙
げ
る

と
、ntkskqzu-

「
も
し
私
た

ち
が
作
っ
て
い
た
ら
」
は
末
尾

の
ｕ
の
前
に
７
つ
の
子
音
が
連

続
し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
し
か
「
書
か
れ
た
文
法

を
理
解
す
る
こ
と
」
か
ら
「
自

ら
歩
い
て
言
語
を
捕
ま
え
文
法

を
発
見
す
る
」
と
い
う
喜
び
に

取
り
憑
か
れ
た
私
は
、
実
際
に

現
地
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
へ
足
を
踏

み
入
れ
、
話
者
を
探
し
、
イ
テ

リ
メ
ン
語
を
教
え
て
欲
し
い
と

お
願
い
し
ま
し
た
。
私
が
調
査

し
た
の
は
、
す
で
に
文
法
書
が

書
か
れ
た
方
言
と
は
別
の
方
言

で
あ
り
、
調
べ
て
み
る
と
多
く

の
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
そ
し
て
20
年
以
上
に

わ
た
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に

基
づ
き
、
多
く
の
方
の
協
力
を

い
た
だ
い
て
﹃
イ
テ
リ
メ
ン
語

文
法
﹄
を
書
き
上
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
日
本

語
で
出
版
す
る
機
会
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
そ
の

お
か
げ
で
日
本
に
お
け
る
イ
テ

リ
メ
ン
語
の
認
知
度
が
高
ま
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
・
ロ
シ
ア
極

東
は
日
本
、
特
に
北
海
道
と
は

地
理
的
に
も
大
変
近
い
位
置
に

あ
り
、
も
っ
と
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
地
域
で
す
。
カ
ム

チ
ャ
ツ
カ
南
端
で
は
イ
テ
リ
メ

ン
と
千
島
ア
イ
ヌ
の
人
々
の
交

流
が
あ
っ
た
こ
と
も
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
本
を
読
ん
で

く
れ
た
人
が
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ

で
話
さ
れ
て
き
た
言
語
に
関
心

を
持
ち
、
世
界
に
は
ま
だ
知
ら

れ
て
い
な
い
言
語
、
解
明
さ
れ

て
い
な
い
言
語
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

短
歌
か
ら
、
手
軽
に
本
と
の
出
合
い
を

を自著自著
語る 28

工
学
部
准
教
授

小お

野の

智ち

香か

子こ

未
知
の
言
語
の
解
明
へ
の
挑
戦

『イテリメン語文法
    ─動詞形態論を中心に─』         

北海学園大学出版会 2021年

人
文
学
部
教
授田

た

中な
か  

綾あ
や

『イテリメン語文法
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『書棚から歌を
  2015 ─ 2020』         

北海学園大学出版会 2021年

　

工
学
部
生
命
工
学
科
で
は
、

八
剣
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
（
亀
和
田

俊
一
社
長
・
札
幌
市
南
区
）
と

連
携
し
ワ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
取

り
組
み
の
き
っ
か
け
は
小
山
芳

一
教
授
の
「
生
命
工
学
科
の
持

つ
知
識
や
技
術
で
何
か
地
域
貢

献
は
で
き
な
い
か
」
と
の
思
い

で
し
た
。

　

２
０
１
８
年
か
ら
学
園
オ
リ

ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
の
醸
造
を
続
け

て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
４
年

目
と
な
る
２
０
２
１
年
度
は
初

め
て
白
ワ
イ
ン
の
醸
造
に
も
取

り
組
み
、
赤
ワ
イ
ン
・
白
ワ
イ
ン
・

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ロ
ゼ
が
４
月

中
旬
以
降
完
成
予
定
で
す
。
今
年

度
の
全
て
の
ワ
イ
ン
に
は
、「
テ

ロ
ワ
ー
ル
（
土
地
の
個
性
）」
を

重
視
し
た
ワ
イ
ン
づ
く
り
を
目

指
し
、
新
沼
協
研
究
室
が
八
剣

山
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
ブ
ド
ウ
畑
か

ら
単
離
・
選
抜
し
た
、
ワ
イ
ン

醸
造
好
適
オ
リ
ジ
ナ
ル
酵
母
Ｈ

Ｇ
Ｕ
｜
１
４
０
が
使
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
学
園
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ

イ
ン
の
学
内
予
約
受
け
渡
し
も

同
時
期
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

学
園
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
は

八
剣
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
他
、
札
幌

市
内
の
一
般
店
舗
で
ご
購
入
い

た
だ
け
ま
す
。
詳
細
・
取
扱
店

舗
情
報
は
学
園
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ

イ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

hguw
ine.w

ixsite.com
/

m
ysite-1

）

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

12
月
21
日
、
本
学
工
学
部
小

山
ゼ
ミ
、
新
沼
ゼ
ミ
主
催
で
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
イ
ン
ク
ラ
ス
タ
ー

北
海
道
代
表
理
事
・
シ
ニ
ア
ソ

ム
リ
エ
の
阿
部
眞
久
氏
を
お
招

き
し
講
演
が
開
催
さ
れ
た
。
ワ

イ
ン
を
飲
む
際
の
マ
ナ
ー
や
北

海
道
ワ
イ
ン
の
特
徴
な
ど
を
学

び
、
実
際
に
14
種
類
の
ワ
イ
ン

の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
。

製作中の 2021 年度ワインラベル３種（手
前：デザインは変更になる場合あり）と完
成間近の 2021 年度赤ワイン（右奥）。左奥
は 2020 年度赤ワイン。

学
園
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン

ま
も
な
く
完
成

2021年度

シ
ニ
ア
ソ
ム
リ
エ

阿
部
眞
久
氏

講
演
会 学園オリジナ

ルワインHP

伊藤友章経営学部教授

会場内の様子
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原
点
は
小
２
で
渡
っ
た
デ
ン
マ
ー
ク

好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
す
る
方
法

　

本
学
で
活
躍
す
る
専
任
教
員

の
研
究
を
、
そ
の
人
と
な
り
と

と
も
に
紹
介
す
る
「
研
究
室
を

訪
ね
て
」。　

第
六
回
は
、
昨
年

春
に
本
学
に
着
任
し
、
地
域
研

究
な
ど
の
講
義
を
担
当
す
る
法

学
部
の
高
橋
美
野
梨
准
教
授
の

登
場
で
す
。

ー
ー
高
橋
先
生
が
研
究
者
を
志
さ

れ
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

高
橋　

私
の
母
が
高
校
で
教
師

を
し
て
い
て
、
叔
父
と
叔
母
も

研
究
者
と
い
う
環
境
で
育
っ
た

の
で
、
物
心
が
つ
く
頃
に
は
自

分
も
研
究
の
道
に
進
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

決
定
的
だ
っ
た
の
は
、
母
の

仕
事
の
関
係
で
小
二
か
ら
中
二

の
終
わ
り
ま
で
デ
ン
マ
ー
ク
で

暮
ら
し
た
こ
と
で
す
。
楽
し
か
っ

た
ん
で
す
、
全
て
が
（
笑
）。
こ

の
経
験
を
経
て
「
デ
ン
マ
ー
ク

に
携
わ
る
研
究
を
し
た
い
」
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　

ー
ー
小
二
で
い
き
な
り
デ
ン
マ
ー

ク
と
い
う
の
は
大
変
だ
っ
た
の

で
は
？

高
橋　

そ
れ
が
あ
ま
り
不
安
は

な
か
っ
た
ん
で
す
。
日
本
人
学

校
で
は
な
く
現
地
の
小
学
校
に

行
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
は

み
ん
な
で
森
の
中
を
散
策
し
た

り
、
カ
ヤ
ッ
ク
に
乗
っ
て
遊
ん

だ
り
と
い
っ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
の

「
授
業
」
が
中
心
で
、
い
わ
ゆ
る

座
学
が
ほ
と
ん
ど
な
い
ん
で
す
。

だ
か
ら
言
葉
の
壁
と
か
を
あ
ま

り
意
識
す
る
こ
と
も
な
く
、
現

地
で
の
生
活
に
溶
け
込
ん
で
い

け
ま
し
た
。

ー
ー
す
る
と
、
日
本
に
戻
っ
て
き

た
と
き
の
ほ
う
が
「
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
」
は
大
き
か
っ
た
？

高
橋　

そ
う
な
ん
で
す
。
例
え

ば
デ
ン
マ
ー
ク
の
中
学
校
で

は
日
本
の
定
期
試
験
の
よ
う
な

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
は
な
く
、
代

わ
り
に
長
い
時
は
一
週
間
ぐ
ら

い
か
け
て
ひ
と
つ
の
課
題
に
つ

い
て
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
ん
で
す
。

で
す
か
ら
日
本
の
テ
ス
ト
で
初

め
て
「
穴
埋
め
問
題
」
を
見
て
、

こ
う
い
う
知
識
を
覚
え
て
お
く

こ
と
が
必
要
な
の
か
、
と
。
高

校
は
日
本
に
順
応
す
る
リ
ハ
ビ

リ
期
間
で
し
た
が
、
二
つ
の
国

と
文
化
を
知
っ
た
こ
と
が
研
究

者
と
し
て
の
原
体
験
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

ー
ー
先
生
の
現
在
の
研
究
テ
ー
マ
は

ど
う
い
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
？

高
橋　
「
デ
ン
マ
ー
ク
、
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
を
中
心
と
し
た

北
極
地
域
の
研
究
」
で

す
。
こ
の
地
域
で
起
き
る

あ
ら
ゆ
る
ト
ピ
ッ
ク
ー
ー

自
治
、
安
全
保
障
、
捕
鯨
、

気
候
変
動
、
資
源
開
発
、

先
住
民
族
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の

在
来
の
知
識
や
世
界
観
の

変
遷
な
ど
ー
ー
を
扱
う
の

で
、
国
際
関
係
学
や
政
治

学
の
み
な
ら
ず
人
類
学
や

社
会
学
な
ど
学
問
の
枠
を

越
え
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。

ー
ー
一
般
の
日
本
人
に
は
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
は
馴
染
み
が
薄
い
で

す
ね
。

高
橋　

そ
う
で
す
ね
。
で
も
日

本
人
が
口
に
す
る
ア
マ
エ
ビ
や

回
転
寿
司
の
エ
ン
ガ
ワ
（
カ
ラ

ス
ガ
レ
イ
）
と
い
っ
た
海
産
物

は
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
か
ら
輸

入
さ
れ
て
い
る
も
の
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
犬
ぞ
り
で
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
を
縦
断
し
た
植
村
直
己
さ

ん
を
は
じ
め
、
極
地
を
探
検
す

る
日
本
人
冒
険
家
が
現
在
も
拠

点
を
置
く
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。

ー
ー
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
ど
う
い

う
と
こ
ろ
が
面
白
い
の
で
し
ょ

う
か
。

高
橋　

日
本
を
中
心
と
し
た
世

界
地
図
で
見
る
と
、
グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
は
遠
く
離
れ
た
、
な
ん
だ

か
よ
く
分
か
ら
な
い
地
域
に
見

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
北

極
海
を
中
心
に
し
た
地
図
か
ら

眺
め
て
み
る
と
、
ま
た
違
っ
た

見
え
方
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、

ア
メ
リ
カ
軍
は
こ
の
地
域
に
北

極
最
大
級
の
米
軍
基
地
「
チ
ュ
ー

レ
空
軍
基
地
」
を
置
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
地
理
的
に
ワ
シ
ン
ト

ン
と
モ
ス
ク
ワ
の
中
間
点
に
位

置
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
チ
ュ
ー

レ
は
、
冷
戦
期
に
は
ソ
連
に
対

す
る
西
側
の
前
哨
基
地
と
し
て
、

今
日
で
は
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の
拠

点
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
は
こ
う

し
た
地
政
学
的
な
背
景
も
影
響

し
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
い
う
国

家
を
構
成
す
る
内
政
自
治
領
で

あ
り
な
が
ら
、
国
家
の
対
外
協

議
や
交
渉
に
参
加
す
る
権
利
を

持
ち
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
の
共
同

責
任
、
共
同
決
定
、
協
働
、
双

方
向
的
な
影
響
を
具
現
化
し
て

い
く
重
要
な
主
体
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

し
か
し
、
従
来
、
こ
う
し
た

外
交
や
軍
事
に
係
わ
る
権
限
は
、

国
家
主
権
に
結
び
付
く
外
的
自

決
権
と
し
て
の
性
格
を
含
む
も

の
と
解
さ
れ
、
自
治
と
は
異
な
る

次
元
、
も
っ
と
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
、

分
離
独
立
へ
と
方
向
付
け
ら
れ

て
い
く
よ
う
な
権
利
と
み
な
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意

味
で
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
事

例
は
、
こ
れ
ま
で
の
思
考
パ
タ
ー

ン
と
は
異
な
る
あ
り
方
の
よ
う

に
見
え
る
の
で
、
興
味
深
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ー
ー
日
本
で
い
え
ば
、
沖
縄
が
対

外
協
議
や
交
渉
に
参
加
す
る
権

利
を
持
つ
よ
う
な
感
じ
で
し
ょ

う
か
。

高
橋　
そ
う
で
す
ね
。
例
え
ば
ア

メ
リ
カ
と
日
本
の
外
交
テ
ー
ブ

ル
に
沖
縄
も
つ
い
て
、
三
者
間

で
議
論
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

り
う
る
の
か
。
具
体
的
に
グ
リ
ー

ン
ラ
ン
ド
の
事
例
を
ひ
き
な
が

ら
、
発
想
の
幅
を
広
げ
る
こ
と

は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
日

本
政
府
は
「
外
交
は
国
の
専
権

事
項
」
と
い
う
立
場
を
崩
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
議
論
の
中
で
柔

軟
性
の
最
大
化
を
志
向
し
、
双

方
向
性
を
重
視
す
る
デ
ン
マ
ー

ク
と
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
関
係

は
参
考
に
な
る
部
分
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

ー
ー
学
生
の
皆
さ
ん
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
、
高
橋
先
生
の

よ
う
に
「
好
き
な
こ
と
を
仕
事

に
す
る
」
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。

高橋先生の
プチ解説

　2017 年、南部グリーンランドのクヤター地区
がユネスコ世界文化遺産に登録されました。今
から4600年前を起点とする、シベリアからグリー
ンランドへ（西から東へ）と広がった北方先住民
と、北ヨーロッパからグリーンランドへ（東から
西へ）と新たな地平を求めた 10 世紀のノース人

（ヴァイキング）および 18 世紀の宣教団との＜交
流＞を基盤とする文化的景観の醸成が、その選
定理由でした。北緯 60 ～ 80 度に位置し、8 割
が氷に覆われているグリーンランドは、どこか閉
鎖的で外部との交流も限られていると思われが
ちです。実際は、過酷な自然環境にありながら、
複数の遺伝子および文化的ルーツを持つ集団間
の調和と背反を繰り返す、多様な交流の歴史を
刻んできました。

グリーンランドの歴史

小学校時代

グリーンランド大学留学中、戦後グリーンランド政
治を牽引したモーセス・オールセンさんに貴重なイ
ンタビューをした。

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド

と
沖
縄
問
題

研究室を
訪ねて Vol.

06

法学部政治学科

高
た か

橋
は し

美
み

野
の

梨
り

准教授   

【地域研究】

筑波大学大学院人文社会科学研究科一貫
制博士課程修了。博士（国際政治経済学）。
研究テーマは、デンマーク・グリーンランド
を中心とした北極政治。

高
橋　

大
学
時
代
、
同
級
生
の

多
く
が
就
職
活
動
で
精
力
的
に

動
い
て
い
る
中
、
私
は
研
究
者

に
な
る
と
決
め
て
大
学
院
の
入

学
試
験
対
策
に
集
中
し
て
い
ま

し
た
。
周
囲
の
友
人
か
ら
「
こ

の
道
が
ダ
メ
だ
っ
た
ら
ど
う
す

る
の
？
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す（
苦
笑
）。
た
だ
デ
ン
マ
ー

ク
や
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
と
い
う

自
分
が
心
か
ら
楽
し
い
と
思
え

る
世
界
と
出
合
っ
て
、
そ
れ
を

仕
事
に
繋
げ
る
た
め
に
、
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
は
常
に
考
え
て

き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
こ

の
地
域
で
起
き
て
い
る
旬
に
な

り
そ
う
な
ト
ピ
ッ
ク
が
あ
れ
ば
、

自
分
の
専
門
外
の
こ
と
で
あ
っ

て
も
、
首
を
突
っ
込
ん
で
い
く

と
い
う
ス
タ
ン
ス
は
大
事
か
な

と
思
い
ま
す
。

　

自
分
が
本
当
に
楽
し
い
と
思

え
る
こ
と
を
見
つ
け
る
の
は
意

外
と
難
し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
自
分
の
間
合
い
を
「
軸
」

と
し
て
大
切
に
し
な
が
ら
も
、
隣

接
す
る
「
外
」
の
世
界
を
覗
い

て
み
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
る

の
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
デ
ン
マ
ー
ク
の
隣
に

は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
が
あ
る
わ

け
で
す
よ
ね
（
笑
）。
焦
ら
ず
に
、

自
分
の
間
合
い
で
五
感
を
養
い

な
が
ら
、
本
当
に
楽
し
い
と
思

え
る
こ
と
を
見
つ
け
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

グリーンランド

カナダ

アメリカ合衆国

アイスランド

アイルランド

イギリス
デンマーク

グリーンランド海

ノルウェー

スウェーデン
バフィン湾

ラブラドル海

ヌーク

北大西洋

チューレ空軍基地

クヤター地区

グリーンランドの概要  出典：外務省、デンマーク外務省

・面積：217 万㎢　・人口：55,877 人（2018 年）
・首都：ヌーク
・言語：グリーンランド語（公用語）、デンマーク語
・宗教：福音ルーテル派

　

経
営
学
部
は
12
月
３

日
、
10
日
、
17
日
の
３

日
間
、
豊
平
キ
ャ
ン
パ

ス
で
、
課
題
解
決
の
た

め
の
発
想
力
養
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
「IDEATION 

FACTORY

」
を
開
催

し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

株
式
会
社
電
通
が
作
成
、

運
営
は
株
式
会
社
マ
イ

ナ
ビ
。

　

経
営
学
部
の
２
～
４

年
生
約
40
人
が
参
加
し
、

動
画
の
視
聴
や
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。

　
「ID

E
A

T
IO

N 
FACTORY

」
は
４
種

類
の
ゲ
ー
ム
か
ら
な
り
、

ア
イ
デ
ア
を
生
み
出
す

プ
ロ
セ
ス
で
特
に
重
要

な
「
分
解
」

と
「
結
合
」

を
、
ゲ
ー

ム
感
覚
で

習
得
す
る

こ
と
が
で

き
る
。
学

生
た
ち
は
、

３
日
間
を

通
し
て
ア

イ
デ
ア
発

想
の
楽
し

さ
を
体
験

し
た
。

ゼミ 研修地 テーマ

1部浅妻ゼミⅠ・Ⅱ 北見市・網走市
オホーツク地域におけるバイ
オマス資源活用の社会的意
義と経済性評価

2部浅妻ゼミⅠ・Ⅱ 厚真町 厚真町における震災復興の
現在地

1部・2部上園ゼミⅠ 豊富町 町政と地域づくり - 産業・観
光・生活

1部内田ゼミⅠ・Ⅱ 恵庭市 恵庭市の「花」「農」「子育て」
とまちづくり

2部内田ゼミⅠ・Ⅱ 函館市 函館市のまちづくりの課題を
学ぶ

1部大貝ゼミⅠ 帯広市・音更町・
本別町・芽室町

十勝地域における経済プラッ
トホームの形成

1部大貝ゼミⅡ 宮城県仙台市・大崎市・
加美町・気仙沼市

宮城県酒造業界の独自の展
開を学ぶ

2部大貝ゼミⅠ 函館市・木古内町 ミッションコア企業の可能性
を探る

1部・2部
川村ゼミⅠ・Ⅱ・Ⅲ 札幌市

新型コロナウイルス感染症拡
大の下での学生アルバイト等
コロナ下における看護労働

1部佐藤（信）ゼミⅠ 江別市・札幌市 コープさっぽろ独自の事業活
動を学ぶ

1部佐藤（信）ゼミⅡ 札幌市 コープさっぽろと SDGs
1部西村ゼミⅠ・Ⅱ　
浦幌班 浦幌町 産学連携による高齢者の買

物支援動画の制作

1部西村ゼミⅠ・Ⅱ　
下川班 下川町

持続可能な社会を目指す下川
町における町民主体のまちづ
くり

1部西村ゼミⅠ・Ⅱ
白老班 白老町 白老町における食と多文化共

生の観光まちづくり
2部西村ゼミ・
濱田ゼミ合同研修

沼田町・赤平市・
芦別市

旧・留萌鉄道沿線の「炭鉱街
（やま）の記憶」

ゼミ 研修地 テーマ

1部濱田ゼミⅠ・Ⅱ 洞爺湖町
コロナ禍における洞爺湖町の
移住定住者の動向と観光研
修地

1部早尻ゼミⅡ
札幌市・

鹿児島県垂水市・
鹿児島市

「川上」と「川下」をつなぐ
木育の構造

1部平野ゼミⅠ 札幌市 大学生協でのフェアトレード
商品販売再開の取組と調査

1部平野ゼミⅡ 函館市 函館市におけるSDGsに関
する取り組みの現状

2部平野ゼミⅠ・Ⅱ 札幌市 札幌市内企業のSDGsとフェ
アトレードの取り組み

1部藤田ゼミⅠ 秋田県北秋田市・
仙北市

地方鉄道における沿線観光
資源を活用した地域活性化

2部藤田ゼミⅠ 沼田町 鉄道ミュージアム構想の検討
とワーケーション体験

1部古林ゼミⅠ 野幌森林公園
（札幌市）

大都市近郊の自然公園の現
状と役割

1部古林ゼミⅡ 洞爺湖町 地域経済におけるジオパーク
の意義

1部水野ゼミⅠ・Ⅱ 幌加内町朱鞠内 朝鮮人労働の現場を見学し、
実態を学ぶ

1部水野谷ゼミⅠ・Ⅱ 旭川市・豊浦町 持続可能な観光とは何か

1部宮入ゼミⅠ・Ⅱ 石狩市 都市近郊農業の存立条件と
課題

2部宮入ゼミⅠ・Ⅱ 富良野市 総合野菜産地からみた北海
道農業の未来像

1部山田ゼミⅠ 富良野市 富良野市のスマートシティを
探る

1部山田ゼミⅡ 安平町 安平町のデジタル・情報発信

2部山田ゼミⅠ・Ⅱ 倶知安町 新型コロナ禍での観光計画
の実施状況について

経済学部 2021 年度 地域研修  ─地域づくり活動を実体験─
　経済学部は12月18 日、2021 年度地域研修報告会を行った。地域研修では毎年、地域
づくりに関する諸活動を体験し、地域経済・社会を学習している。今年度は32 ゼミ、366
名が参加した。

　

第
31
回
経
営
学
部
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
が
、
12
月
11

日
に
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
の
中
央
ア
ジ

ア
・
ア
メ
リ
カ
大
学
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
、

「
魅
惑
の
国
、
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
」。
講

師
は
同
大
学
人
類
学
部
高
橋
弓
講
師

と
、
教
養
学
部
チ
ョ
タ
エ
バ
・
チ
ョ

ポ
ン
教
授
。
講
演
は
一
部
英
語
で
行

わ
れ
、
参
加
者
は
多
く
の
学
び
を
得

た
。

　

第
32
回
は
、
２
月
７
日
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
「
異
文
化
の
架
け
橋
と
い

う
仕
事
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
た
。

講
師
は
、
テ
ク
ダ
イ
ヤ
経
営
企
画
部

の
川
瀬
結
女
子
さ
ん
と
、
第
一
滝
本

館
企
画
室
室
長
の
眞
柳
志
乃
さ
ん
。

　

本
学
経
営
学
部
在
学
中
に
留
学
を

経
験
し
た
お
二
人
が
、
留
学
中
の
経

験
や
現
在
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
話

し
た
。

経
営
学
部
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

（31）
（32）

IDEATION FACTORY 開催
経営学部 発想力養成プログラム

学生たちはゲーム感覚で独創的なアイディア発想に取り組んだ。



2022年（令和4年）3月15日 第129号 （6）

　

本
学
経
済
学
部
Ｏ
Ｇ
・
香
名
山

は
な
さ
ん
が
昨
年
９
月
、
第
８
回

エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
説
賞

を
受
賞
し
た
。

　

受
賞
作
は
、
主
催
の
株
式
会
社

エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
か
ら

﹃
柿
の
隣
に
実
る
も
の
﹄
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
本
年
４
月
に
単
行
本

が
出
版
さ
れ
る
。
香
名
山
さ
ん
は

「
本
を
出
す
の
は
初
め
て
。
ず
っ

と
夢
だ
っ
た
。
こ
れ
を
次
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
」と
喜
び
を
語
る
。

　

こ
の
賞
は
、
震
災
を
機
に
も
う

一
度
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
」
を
考

え
て
も
ら
お
う
と
い
う
趣
旨
で
作

品
を
募
集
し
て
い
る
。

　
「
道
内
の
田
舎
を
舞
台
と
し
た

長
編
小
説
に
し
ま
し
た
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
の
専
門
的
な

知
識
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

小
学
５
年
の
息
子
が
授
業
で
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
ん
で
い

た
こ
と
を
ヒ
ン
ト
に

環
境
（
エ
コ
）
を
考

え
る
要
素
を
入
れ
て

い
っ
た
ら
、
だ
ん
だ

ん
面
白
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
」

　

香
名
山
さ
ん
が
小
説
を
書
き
始

め
た
の
は
、
地
元
函
館
で
生
活
を

始
め
た
26
歳
の
頃
。
函
館
文
学

学
校
に
入
り
、
そ
の
後
、
函
館
の

同
人
誌
﹃
海
光
﹄
の
メ
ン
バ
ー
に

も
な
り
、作
品
を
執
筆
し
て
き
た
。

　

仲
間
と
作
品
に
つ
い
て
批
評
し

合
う
の
が
楽
し
く
、
30
代
前
半

ま
で
に
い
ろ
い
ろ
な
文
学
賞
に
も

応
募
。
北
海
道
文
学
賞
や
北
海
道

新
聞
文
学
賞
な
ど
に
入
賞
し
た
。

36
歳
で
札
幌
に
転
居
し
た
際
、

人
文
学
部
で
田
中
綾
先
生
が
（
文

学
の
）
創
作
の
授
業
を
や
っ
て
い

る
こ
と
を
知
り
人
文
学
部
２
部
に

編
入
し
た
が
、そ
の
年
に
妊
娠
し
、

１
年
間
学
ん
で
退
学
し
た
。

　
「
綾
先
生
の
ゼ
ミ
は
楽
し
か
っ

た
で
す
。
若
い
学
生
さ
ん
た
ち
が

す
ご
く
熱
心
に
勉
強
し
て
い
て
刺

激
を
受
け
ま
し
た
ね
。
機
会
が

あ
っ
た
ら
、ま
た
学
び
た
い
で
す
」

　

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら
は
、

授
乳
し
な
が
ら
ス
マ
ホ
を
片
手
に

小
説
を
書
い
て
い
た
と
い
う
。
い

ろ
ん
な
経
験
を
経
て
、
作
品
も
変

化
し
て
き
た
。

　
「
仲
間
か
ら
は
、毒
が
な
く
な
っ

た
と
言
わ
れ
ま
す
。
い
い
意
味
で

落
ち
着
い
た
と
い
う
か
⋮
。
ず
っ

と
恋
愛
小
説
を
書
い
て
き

て
、
い
つ
ま
で
書
け
る
か

な
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
回
の
受
賞
で

原
点
に
返
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
暮
ら
し
も
小
説
も
、

も
っ
と
も
っ
と
シ
ン
プ
ル
で
い
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
と
」

　

子
供
の
成
長
を
見
守
り
な
が
ら

書
く
最
近
の
作
品
に
は
家
族
や
子

供
が
多
く
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も「
書

く
こ
と
は
楽
し
い
」
と
い
う
香
名

山
さ
ん
。
今
後
の
作
品
に
も
注
目

し
た
い
。

  

エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
説
賞
受
賞

　
　

今
年
４
月
初
の
単
行
本
出
版

作家  香
か

名
な

山
や ま

はな
経済学部経済学科

平成６年度卒・42 期生

第８回

建築学科 3 年 塩野谷基悟
受賞作品「せせらぎの家」優秀賞

大学院修士 2 年 三浦光雅
受賞作品「盆に蹌踉めく笠と帯」最優秀賞

　

工
学
部
各
学
科
の
卒
業
研
究

発
表
会
が
、
２
月
に
山
鼻
キ
ャ

ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。

　

緊
張
し
な
が
ら
も
充
実
し
た

面
も
ち
で
４
年
間
の
集
大
成
と

な
る
研
究
内
容
を
説
明
し
、
鋭

い
質
問
に
も
対
応
し
て
い
た
。

工
学
部
卒
業
研
究
発
表
会

　

吹
奏
楽
団
第
32
代
団
長
、
鈴
木
敦
大
で
す
。
昨
今

の
気
の
抜
け
な
い
状
況
の
中
、
無
事
に
第
30
回
の
定

期
演
奏
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
創
団

30
周
年
記
念
と
題
し
た
第
28
回
か
ら
二
年
ぶ
り
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
が
中
止
と
な
っ
た
分
、
今

年
こ
そ
は
と
い
う
思
い
を
強
く
持
ち
準
備
を
進
め
て

い
ま
し
た
。

そ
れ
が
こ
う

し
て
実
を
結

び
、
無
事
開

催
で
き
た
こ

と
へ
の
安
堵

と
、
協
力
し

て
い
た
だ
い

た
方
々
へ
の

感
謝
の
気
持

ち
を
非
常
に

強
く
感
じ
て

い
ま
す
。
厚

く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

第 30回定期演奏会

吹
奏
楽
団
団
長

人
文
学
部
日
本
文
化
学
科
３
年  

鈴す
ず

木き

敦あ
つ

大ひ
ろ

生命工学科生 卒業研究発表
（2 月 3、４日） （オンラインで実施）

北海学園大学同窓会札幌南区支部のメンバーと南区歴史文化再
発見バスツアー（2019 年）

建築学科生 論文発表
（2月17日）

建築学科生 卒業設計発表
（2月16日）

社会環境工学科生「水・環境」
卒業研究発表（2月25日） 

建築学科米田研究室の院生・学部生

　建築学科・米田研究室の大学院生と学生が、第 46 回「北の住まい住宅設計コンペ」で最優
秀賞、優秀賞、奨励賞を受賞した。これにより、本学学生3 年連続最優秀賞受賞の快挙となった。

北の住まい住宅設計コンペで最優秀賞・優秀賞・奨励賞

　

北
海
学
園
大
、
北
星
学
園

大
、
札
幌
大
、
札
幌
学
院
大
、

星
槎
道
都
大
の
学
生
17
人（
本

学
か
ら
は
３
年
生
７
人
が
参

加
）
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
情
報
誌
「
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
」
を
編
集
し
た
。

　

こ
れ
は
札
幌
市
の
社
会
労

務
士
事
務
所
「
ホ
ー
ム
ラ
ン
」

の
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
実
施

さ
れ
た
も
の
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
授
業
が
オ
ン
ラ
イ
ン

化
し
、
就
業
体
験
の
情
報
が

集
め
に
く
く
な
っ
た
た
め
、

就
職
活
動
中
の
学
生
た
ち
が

自
ら
取
材
を
行
っ
た
。

　

学
生
た
ち
は
い
く
つ
か
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
５
、６
社
を
担
当
し
た
。

主
に
札
幌
に
本
社
を
置
く
飲

食
業
や
運
送
業
、
建
設
業
な

ど
多
種
多
様
な
18
社
を
取
り

上
げ
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
期
間
や
内
容
、
実
際
に
働

く
社
員
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な

ど
を
ま
と
め
た
。

　

情
報
誌
は
、
全

部
で
42
ペ
ー
ジ
で

５
０
０
部
発
行
さ
れ
、

制
作
に
参
加
し
た
学

生
た
ち
が
通
う
大
学

な
ど
で
配
布
さ
れ
た
。

大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
情
報
誌
作
成

道
内
18
社
を
学
生
が
取
材

吹
奏
楽
団

第
30
回
定
期
演
奏
会

　

多
種
多
様
な
業
界
で
活
躍
す

る
同
窓
生
を
リ
レ
ー
形
式
で
連

載
す
る
「
人
脈
記
」。
今
回
は
、

札
幌
市
南
区
北
ノ
沢
で
「
ご
ま

そ
ば
五
味
」
を
経
営
す
る
五
味

川
博
都
志
さ
ん
を
紹
介
す
る
。

◆　
　

◆　
　

◆

　

五
味
川
さ
ん
は
、
高
校
生
の

頃
か
ら
父
親
が
営
む
家
業
を
手

伝
っ
て
い
た
。
父
を
見
て
育
っ
た

五
味
川
さ
ん
の
行
動
力
は
、
そ

の
頃
か
ら
光
っ
て
い
た
。

　
「
製
麺
所
を
は
じ
め
製
菓
、
車

の
修
理
工
場
、
瀬
戸
物
・
金
物
屋
、

建
築
業
、
建
築
資
材
、
新
聞
の

販
売
店
な
ど
い
ろ
ん
な
こ
と
を

や
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
高
校
卒

業
直
後
に
は
、
何
か
商
売
に
な

り
そ
う
な
も
の
な
い
か
と
東
京

の
見
本
市
に
行
き
、
接
着
剤
で

有
名
な
総
合
メ
ー
カ
ー
の
特
殊

な
包
装
資
材
を
見
つ
け

て
交
渉
し
ま
し
た
。
そ

し
て
現
金
一
括
仕
入
れ

で
北
海
道
総
代
理
店
と

な
り
、
利
益
を
上
げ
ま

し
た
ね
」

　

大
学
２
年
の
時
に
父

か
ら
家
業
を
引
き
継

ぎ
、
仕
事
を
し
な
が
ら

大
学
に
通
っ
た
。

　
「
当
初
、
私
は
大
学

に
魅
力
は
感
じ
て
い
な

く
て
、
お
金
を
稼
ぐ
方

に
興
味
が
あ
っ
た
ん
で

す
が
、親
父
が
行
け
と
。

自
分
が
い
け
な
か
っ
た

か
ら
で
し
ょ
う
ね
。
仕

事
と
の
両
立
は
や
っ
ぱ

り
大
変
で
し
た
よ
。
授

業
を
受
け
な
が
ら
請
求

書
を
書
い
て
い
ま
し
た

（
笑
）」

　

そ
れ
だ
け
で

は
な
い
。
週
に

３
～
４
回
、
市

内
の
ホ
テ
ル
で

ウ
エ
イ
タ
ー
の

ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
、
大
学
４

年
間
の
授
業
料

を
自
分
で
稼
い

だ
。

　
「
大
き
な
声
で

は
言
え
ま
せ
ん

が
、
代
返
し
て

も
ら
っ
た
り
、

ノ
ー
ト
を
借
り
て
手
書
き
で
写

し
て
た
。
今
は
す
ぐ
コ
ピ
ー
機

で
コ
ピ
ー
し
ま
す
が
、
こ
の
"
手

書
き
"
で
知
識
を
吸
収
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
ね
。
そ
れ
に
、

い
ろ
ん
な
地
域
か
ら
来
た
仲
間

と
知
り
合
え
た
。
仕
事
だ
け
で
は

横
幅
は
広
が
ら
な
か
っ
た
」
と

大
学
生
活
の
手
応
え
を
語
る
。

　

そ
し
て
、
一
番
の
思
い
出
は

サ
ー
ク
ル
活
動
だ
。

　
「
友
だ
ち
５
人
で
落
語
研
究
会

を
作
っ
た
ん
で
す
。
同
好
会
で

し
た
が
顧
問
の
先
生
に
も
つ
い

て
も
ら
っ
て
３
年
間
や
り
ま
し

た
。
そ
の
立
ち
上
げ
の
連
中
と

「
五
人
会
」
と
い
う
の

を
作
っ
て
、
毎
年
飲
み

会
を
や
っ
て
ま
す
。
今

は
コ
ロ
ナ
で
中
断
し
て

い
ま
す
が
」

◆　
　

◆　
　

◆

18
歳
か
ら
商
売
に
携

わ
り
54
年
。
蕎
麦
屋
は

13
年
ほ
ど
前
か
ら
は
じ

め
た
が
、
以
前
は
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
も
経
営
し

て
い
た
。

　
「
も
と
も
と
は
、
父

親
の
製
麺
所
が
ス
タ
ー

ト
で
す
。
製
麺
業
は
体

力
的
に
も
し
ん
ど
く
、

価
格
競
争
も
激
し
い
。

夜
眠
れ
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
大
衆
向
け

の
お
店
か
ら
高
級
な
お

店
ま
で
い
ろ
い
ろ
や
っ

て
き
た
け
ど
、
そ
れ
よ
り
庶
民

の
味
方
と
い
う
か
、
で
き
る
だ

け
消
費
者
に
近
い
と
こ
ろ
で
の

商
売
が
良
い
か
な
と
」

　

商
売
を
し
な
が
ら
子
ど
も
４

人
を
育
て
「
人
生
、
喜
び
も
倍
、

苦
し
み
も
倍
だ
っ
た
。
人
よ
り

倍
生
き
て
き
た
感
じ
が
し
ま
す

ね
」
と
あ
ら
た
め
て
人
生
を
振

り
返
る
。◆　

　

◆　
　

◆

　

現
在
、
五
味
川
さ
ん
は
同
窓

会
南
区
支
部
長
を
務
め
る
。
同

窓
会
で
は
月
１
回
の
役
員
会
や
、

定
期
総
会
、
新
年
会
、
忘
年
会
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
同
窓
の
つ
ど

い
な
ど
を
行
っ
て
い
る
（
現
在

コ
ロ
ナ
で
中
断
中
）。
支
部
長
に

な
っ
て
か
ら
は
大
学
に
行
く
機

会
が
増
え
た
。

　
「
当
時
私
が
通
っ
て
い
た
頃
よ

り
す
ご
く
明
る
く
な
り
ま
し
た

ね
。
昔
は
建
物
が
ギ
シ
ギ
シ
鳴
っ

て
い
た
し
、
寒
か
っ
た
（
笑
）。

そ
れ
に
、
１
ク
ラ
ス
に
女
性
が

２
、３
人
く
ら
い
し
か
い
な
か
っ

た
か
ら
、
こ
ん
な
に
変
わ
っ
た

の
か
と
驚
き
ま
し
た
。

　

今
の
若
者
た
ち
を
見
て
思
う

の
は
、
幸
せ
だ
な
と
。
そ
の
一
言

で
す
ね
。
た
だ
、
私
が
学
生
の

頃
は
、
一
発
逆
転
を
狙
っ
て
い

た
と
い
う
か
、
そ
ん
な
気
持
ち

を
も
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に

比
べ
て
今
の
人
た
ち
は
最
初
か

ら
諦
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

ダ
メ
も
と
で
、
失
敗
を
恐
れ
な

い
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
私
は
い
ろ
ん
な

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
て
、

け
っ
こ
う
失
敗
も
し
ま
し
た
。
で

も
、
失
敗
し
な
い
と
わ
か
ら
な

い
こ
と
も
あ
る
し
、
そ
の
失
敗

は
次
に
生
か
せ
る
ん
で
す
」

[
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
]
１
９
７
２
年
北
海

学
園
大
学
法
学
部
卒
業
。
高
校
時
代
か

ら
父
親
の
営
む
家
業
（
製
麺
所
、
車
の

修
理
工
場
、
瀬
戸
物
・
金
物
屋
、
建
築

業
、
タ
イ
ム
ス
の
販
売
店
な
ど
）
を
手

伝
い
、
大
学
２
年
生
の
時
に
継
ぐ
。
製

麺
所
や
高
級
料
理
店
な
ど
の
経
営
を
経

て
、
現
在
は
南
区
北
ノ
沢
で
「
ご
ま
そ

ば
五
味
」
を
経
営
。
同
窓
会
南
区
支
部

長
。

学園学園人人脈記脈記第18 回

商売をしながら大学へ
「いろんな仲間と知り合えた」

ごまそば五味 / 同窓会札幌南区支部長

  五
ご

味
み

川
か わ

博
ひ

都
と

志
し

 氏
法学部法律学科 昭和47年卒・6 期生

大学院修士 2 年 渡邉憲成
受賞作品「陽だまりの屋根のイエ」奨励賞

電子情報工学科生 卒業研究発表
（2月１、２日）（オンラインで実施）
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本
来
で
あ
れ
ば
現
地
に
行
っ
て
留

学
生
活
を
送
る
予
定
で
し
た
が
、
コ

　

私
は
２
０
２
１
年
２
月
か
ら
韓
国
で

一
年
間
の
交
換
留
学
を
し
ま
し
た
。
一

年
間
と
い
う
期
間
は
長
い
よ
う
で
す
ご

く
短
い
時
間
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
身

動
き
が
制
限
さ
れ
る
部
分
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
の
中
で
も
た
く
さ
ん
の
経
験

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

ロ
ナ
の
影
響
が
あ
り
安
心
し
て
留
学

が
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
の
内
容
と
し
て

は
大
田
大
学
の
先
生
方
と
大
田
大
学

の
学
生
と
も
仲
良
く
な
れ
た
の
で
と

て
も
充
実
し
た
内
容
で
し
た
。
特
に

韓
国
語
の
授
業
が
と
て
も
楽
し
か
っ

た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
私
の
韓
国

語
の
授
業
は
韓
国
語
で
授
業
を
行
う

の
で
、
最
初
は
戸
惑
い
ま
し
た
が
、

同
じ
く
受
け
た
学
生
が
積
極
的
に
韓

国
語
で
話
し
て
い
る
姿
を
み
て
自
分

も
韓
国
語
で
話
し
て
み
よ
う
と
意
欲

の
湧
く
授
業
内
容
で
と
て
も
楽
し

く
、
充
実
し
た
授
業
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
大
田
大
学
の
学
生
と
は

あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
た
り
、

簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
交
流

し
ま
し
た
。

　

私
が
韓
国
留
学
を
通
し
て
印
象
に

残
っ
て
い
る
の
は
、
大
学
で
出
来
た
友

達
の
知
識
の
多
さ
や
政
治
に
対
す
る
関

心
の
高
さ
で
す
。
こ
れ
は
私
の
友
達
だ

け
で
な
く
、
全
体
的
に
ニ
ュ
ー
ス
を
た

く
さ
ん
読
ん
で
、
海
外
の
出
来
事
に
も

し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
、
情
報
を
い
ち

早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
て
い
る
人
が
多
か
っ

た
で
す
。
情
報
を
鵜
呑
み
に
す
る
の
で

は
な
く
、
友
達
と
情
報
共
有
し
な
が
ら

話
し
合
っ
て
い
る
姿
も
印
象
的
で
し
た
。

　

ま
た
、
韓
国
で
は
「
言
っ
た
も
ん
勝

ち
」
と
い
う
文
化
が
あ
り
ま
す
。
何
か

不
満
が
あ
っ
た
り
、
理
不
尽
な
対
応
を

さ
れ
た
り
し
た
と
き
に
、
正
直
に
話
さ

な
け
れ
ば
自
分
が
損
を
し
て
し
ま
う
た

め
、
勇
気
を
出
し
て
発
言
し
た
方
が
良

い
と
い
う
文
化
で
す
。
私
も
最
初
は
言
っ

た
も
ん
勝
ち
の
文
化
に
慣
れ
ず
、
躊
躇

し
て
い
ま
し
た
が
、
留
学
が
終
わ
る
こ

ろ
に
は
勇
気
を
出
し
て
自
分
の
意
見
を

発
言
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自

分
の
意
見
を
主
張
す
る
と
い
う
こ
と
は

韓
国
だ
け
で
な
く
、
ど
こ
に
い
て
も
大

事
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。「
言
わ
な
け

れ
ば
、
誰
も
自
分
に
気
づ
い
て
く
れ
な

い
」。
単
純
だ
け
ど
、
と
て
も
大
切
な
こ

と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
留
学
は
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な

時
期
で
の
交
換
留
学
で
し
た
が
、
留
学

に
行
っ
た
こ
と
は
一

つ
も
後
悔
し
て
い
ま

せ
ん
。
留
学
に
行
っ

て
う
ま
く
や
っ
て
い

け
る
か
心
配
な
人
、

行
き
た
い
け
ど
迷
っ

て
る
人
に
は
、
ぜ
ひ

留
学
に
行
く
こ
と
を

お
勧
め
し
た
い
で

す
。

　

一
番
印
象
に
あ
る
の
は
大
田
大
学

の
学
生
全
員
が
韓
国
語
を
使
わ
な
い

で
日
本
語
だ
け
で
私
た
ち
学
園
生
と

会
話
を
し
て
い
た
こ
と
で
、
も
の
す

ご
く
感
動
し
ま
し
た
。
自
分
も
負
け

ず
に
韓
国
語
で
話
す
の
で
す
が
、
大

田
の
学
生
さ
ん
は
日
本
語
が
本
当
に

上
手
な
の
で
、
つ
ら
れ
て
私
も
日
本

語
で
話
し
て
し
ま
う
こ
と
が
何
度
か

あ
り
ま
し
た
（
笑
）。

　

私
情
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
は
留

学
す
る
た
め
に
留
学
費
を
バ
イ
ト
で

貯
め
て
２
年
生
の
時
に
留
学
を
計
画

し
て
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
の
コ
ロ

ナ
で
留
学
が
出
来
ず
に
諦
め
た
気
持

ち
で
し
た
。
し
か
し
３
年
生
で
こ
の

オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ

る
こ
と
を
知
り
、
最
後
の
機
会
だ
と

思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

留
学
の
内
容
は
と
て
も
充
実
し
て

お
り
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て

頂
い
た
こ
と
と
、
支
援
し
て
頂
い
た

国
際
交
流
係
の
熊
谷
龍
さ
ん
に
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

現
地
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
異
文
化
体
験

現
地
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
異
文
化
体
験

現
地
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
異
文
化
体
験

国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

韓国語授業のメンバー
（右上 先生、下 熊本大学の学生）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
で
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
や
仕
送
り

が
減
り
生
活
が
困
窮
す
る
学
生
を

支
援
し
よ
う
と
、
昨
年
11
月
27
日

（
土
）
に
第
６
回
食
糧
支
援
、
今

年
２
月
20
日
（
日
）
に
第
７
回
食

糧
支
援
が
、
い
ず
れ
も
I
部
・
II

部
自
治
会
執
行
部
と
北
海
学
園
生

協
が
主
催
、
教
職
員
有
志
後
援
で
、

豊
平
キ
ャ
ン
パ
ス
生
協
食
堂

Ｇ
，ｃ
ａ
Ｆ
ｅ
と
山
鼻
キ
ャ
ン
パ
ス
に

て
開
催
さ
れ
た
。
２
日
間
で
、
千

人
を
超
え
る
学
生
が
来
場
し
た
。

学
生
交
換
事
業
・
短
期

韓
国
・
大
田
大
学
校

意
見
を
言
う
こ
と
の
大
切
さ
に

あ
ら
た
め
て
気
づ
け
た
留
学

人
文
学
部
英
米
文
化
学
科
３
年

木き

村む
ら 

実み

結ゆ

韓国伝統衣装（ハンボク）

風の丘（パラメオンドク）

よつ葉乳業でのプレゼンの様子

　

私
た
ち
は
、
よ
つ
葉
乳
業
株
式

会
社
様
か
ら
頂
い
た
「
コ
ア
ユ
ー

ザ
ー
の
確
保
と
ラ
イ
ト
ユ
ー

ザ
ー
の
拡
張
を
目
的
と
し
た
Ｓ

Ｎ
Ｓ
広
告
戦
略
の
企
画
」
と
い

う
課
題
を
約
半
年
間
に
わ
た
っ

て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

経
営
学
部
伊
藤
友
章
ゼ
ミ
で
は
、
企
業
が
抱
え

る
課
題
に
対
し
、 

そ
の
解
決
策
を
学
生
が
提
案
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
の
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
よ
つ
葉
乳
業
と
合
同
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し

て
学
生
た
ち
は
、
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
実
践
的

な
能
力
を
高
め
た
。

　

課
題
解
決
を
進
め
て
い
く
中

で
、
メ
イ
ン
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ

る
30
～
50
代
の
主
婦
層
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
回
答
集
め
や
、「
学

生
な
ら
で
は
」
の
斬
新
な
企
画

の
提
案
に
特
に
苦
労
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
た
企

画
で
あ
る
た
め
、
学
生
で
あ
る

私
た
ち
が
考
え
た
企
画
が
全
国

の
方
に
届
く
と
い
う
ワ
ク
ワ
ク

感
と
同
時
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も

あ
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
実
際

に
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
用
い
て

行
わ
れ
た
「
４
週
連
続
共
同
Ｓ

Ｎ
Ｓ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
投
稿

に
は
ア
カ
ウ
ン
ト
歴
代
１
位
の

い
い
ね
＆
コ
メ
ン
ト
数
を
い
た

だ
き
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
は
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
８
０
０
人

以
上
増
え
、
多
く
の
方
々
か
ら

反
響
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
こ
の
企
画
に

関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て

の
方
々
に
こ
の
場
を
借
り
て
感

謝
い
た
し
ま
す
。

経
営
学
部
経
営
学
科
３
年  

古ふ
る

川か
わ  

梨り

り々

夏か

よつ葉乳業と共同ＳＮＳキャンペーン企業の課題
に取り組む

経営学部 伊藤友章ゼミ

学
生
の
視
点
で
斬
新
な
提
案

　

11
月
６
日
、
７
日
の
２
日
間
、

宮
崎
県
の
真
幸
地
区
体
育
館
で

「
第
１
回
全
日
本
マ
ス
ボ
ク
シ
ン

グ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

本
学
ボ
ク
シ
ン
グ
部
の
南
保

咲
空
さ
ん
（
人
文
学
部
英
米
文

化
学
科
１
年
）
が
、
Ｕ
30
女
子

１
５
６
㎝
～
１
６
５
㎝
の
部
で

第
１
位
、
同
部
の
志
賀
成
珠
さ

第
１
回 

全
日
本
マ
ス
ボ
ク
シ
ン
グ
大
会

ん
（
人
文
学
部
英
米
文
化
学
科

１
年
）
が
、
Ｕ
30
女
子
１
５
５

㎝
以
下
の
部
で
第
２
位
の
成
績

を
お
さ
め
た
。
ま
た
、
南
保
さ

ん
は
全
出
場
者
の
中
で
優
秀
選

手
賞
を
受
賞
し
た
。

　

こ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
２
月

15
日
、
２
人
に
学
長
賞
が
授
与

さ
れ
た
。

■　
　
　

■　
　
　

■　

▼
南
保
咲
空
さ
ん

の
コ
メ
ン
ト

　
「
マ
ス
ボ
ク
シ

ン
グ
は
当
て
な
い

ボ
ク
シ
ン
グ
で

す
。
打
撃
動
作
に

対
し
て
、
防
御
動

作
を
と
り
、
当

た
っ
た
と
想
定
さ

れ
る
数
を
カ
ウ
ン

ト
し
て
採
点
し
ま

す
。

　

小
学
生
の
時
か
ら
空
手
を
し

て
い
て
、
違
う
競
技
を
し
て
み
た

い
と
思
い
大
学
か
ら
ボ
ク
シ
ン

グ
を
始
め
ま
し
た
。
今
回
の
優

勝
は
、
素
直
に
嬉
し
く
、
み
ん

な
に
自
慢
し
た
い
気
持
ち
で
す
。

今
後
は
、（
当
て
る
方
の
）
ボ
ク

シ
ン
グ
の
試
合
に
も
出
場
し
て

行
き
た
い
で
す
」　

▼
志
賀
成
珠
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

　
「
小
学
２
年
生
の
時
か
ら
ボ
ク

シ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
試
合

前
は
週
５
、６
日
、
縄
跳
び
や

シ
ャ
ド
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ミ
ッ

ト
打
ち
、
マ
ス
ボ
ク
シ
ン
グ
の

実
践
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
は
決
勝
で
負

け
て
し
ま
っ
た
の
で
、
来
年
も

う
一
度
リ
ベ
ン
ジ
し
て
優
勝
し

た
い
で
す
。

　

マ
ス
ボ
ク
シ
ン
グ
は
、
子
供

か
ら
お
年
寄
り
、
女
性
で
も
気

軽
に
で
き
る
魅
力
的
な
ス
ポ
ー

ツ
で
す
」

南な
ん

保ぽ 

咲さ
く

空ら

（
人
文
学
部
１
年
）
１
位

志し

賀が 

成な
る

珠み

（
人
文
学
部
１
年
）
２
位

前列左から南保咲空さん、安酸学長、志賀成珠さん

オ
ン
ラ
イ
ン
語
学
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

韓
国
・
大
田
大
学
校

オ
ン
ラ
イ
ン
で
留
学
体
験

人
文
学
部
英
米
文
化
学
科
３
年

熊く
ま

谷が
い 

佳か

奈な

　

北
海
学
園
大
学
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
Ｇ
ｏ
ｌ
ｄ
ｅ

ｎ 

Ｂ
ｅ
ａ
ｒ
ｓ
は
、
北
海
道
学

生
選
手
権
大
会
で
２
年
連
続
８

度
目
の
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
昨
年
11
月
３

日
に
札
幌
厚
別
公
園
競
技
場
で

行
わ
れ
た
「
東
日
本
代
表
校
決

定
戦
準
決
勝 

第
34
回
パ
イ
ン
ボ

ウ
ル
２
０
２
１
」
に
出
場
。
東

北
代
表
の
東
北
大
学
と
対
戦
し
、

18
対
39
で
破
れ
、
２
年
連
続
２

度
目
の
優
勝
を
逃
し
た
。

　

当
日
は
、
チ
ー
ム
関
係
者
（
保

護
者
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
）
に
限
り
観

戦
が
認
め
ら
れ
、
選
手
た
ち
の

激
闘
を
見
守
っ
た
。
ま
た
、
Ｙ

ｏ
ｕ 

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
の
配
信
も
行

わ
れ
、
会
場
に
入
れ
な
っ
た
人

た
ち
も
画
面
越
し
に
熱
い
声
援

を
送
っ
た
。

経営学部経営情報学科 4 年　

鈴
す ず

木
き

 颯
そ う

真
ま

　

鈴
木
さ
ん
は
、
グ
ラ
ッ
プ

リ
ン
グ
と
ブ
ラ
ジ
リ
ア
ン
柔

術
と
い
う
格
闘
技
の
選
手
と

し
て
活
躍
す
る
。
ブ
ラ
ジ
リ

ア
ン
柔
術
と
は

パ
ン
チ
や
蹴
り

の
打
撃
が
な
く
、

関
節
技
や
絞
め

技
、
投
げ
技
、

押
さ
え
込
み
な

ど
「
組
み
技
系
」
で
戦
う
。

道
着
を
着
て
戦
う
ブ
ラ
ジ
リ

ア
ン
柔
術
に
対
し
て
、
道
着

を
着
な
い
の
が
グ
ラ
ッ
プ
リ

ン
グ
だ
。

　

18
歳
の
時
に
キ
ッ
ク
ボ
ク

シ
ン
グ
を
始
め
た
が
、
網
膜

剥
離
に
な
り
打
撃
系
の
格
闘

技
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ

こ
で
始
め
た
の
が
グ
ラ
ッ
プ

リ
ン
グ
だ
っ
た
。

　
「
小
学
生
の
時
、
仲
が
良

か
っ
た
友
だ
ち
が
ジ
ャ
イ
ア

ン
で
僕
が
の
び
太
み
た
い
な

関
係
で
し
た
。
そ
れ
が
ず
っ

と
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
で
、
強

く
な
っ
て
自
信
を
つ
け
た
い

と
格
闘
技
を
始
め
ま
し
た
」

　

市
内
に
あ
る
総
合
格
闘
技

の
ジ
ム
に
週
４
～
５
日
通
う
。

　

こ
の
格
闘
技
の
魅
力
を

「
知
識
が
強
さ
に
活
か
せ
る

と
こ
ろ
。
技
の
種
類
を
多
く

知
っ
て
い
る
方
が
強
く
な
れ

る
。
練
習
で
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
増
や
し
、
体
に
染
み
込

ま
せ
、
そ
れ
が
試
合
で
自
然

に
出
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
」
と
語
る
。

　

昨
年
10
月
に
行
わ
れ
た
ブ

ラ
ジ
リ
ア
ン
柔
術
の
全
日
本

選
手
権
で
は
白
ル
ー
ス
タ
ー

級
（
57
・
６
㎏
以
下
の
階

級
）
で
優
勝
。
今
後
の
目
標

北海道からグラップリングのパイオニアへ

は
、
青
ル
ー
ス
タ
ー
級
で
世

界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
る
こ

と
と
、
グ
ラ
ッ
プ
リ
ン
グ
で

プ
ロ
に
な
っ
て
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
ベ
ル
ト
を
獲
る
こ
と
だ
。

　
「
グ
ラ
ッ
プ
リ
ン
グ
は
ま

だ
ま
だ
認
知
度
が
低
く
、
特

に
北
海
道
で
は
専
門
に
や
っ

て
い
る
選
手
が
い
な
い
の

で
、
先
頭
に
立
っ
て
広
め
て

い
き
た
い
で
す
ね
」

　

卒
業
後
は
、
３
年
生
の
時

か
ら
参
加
す
る
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
先
の
Ｉ
Ｔ
企
業
に
就

職
す
る
。

　
「
職
種
も
あ
っ
て
い
る
し
、

市
内
勤
務
で
転
勤
が
な
く
、

髪
色
や
服
装
が
自
由
。
格
闘

技
と
両
立
し
て
い
く
上
で
も

魅
力
的
な
条
件
で
す
」

　

北
海
道
か
ら
グ
ラ
ッ
プ
リ

ン
グ
の
パ
イ
オ
ニ
ア
を
目
指

す
鈴
木
さ
ん
の
活
躍
に
期
待

し
た
い
。

私の学び

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

パ
イ
ン
ボ
ウ
ル
出
場

第
６
回
・
第
７
回

食
糧
支
援
開
催

伊藤友章ゼミのメンバー
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令和４年度 行事日程

＊（豊）…経済学部・経営学部・法学部・人文学部・工学部〔1 年次〕、（工）…工学部〔2 年次以上〕
＊本学学生は、行事日程に関する詳細を掲示板や資料等で確認してください。

月 日（曜日） 行　　事
令
和
４
年　
　
　
　
　
　
　
４

1（金）～ 2（土） 入学式（予定）
1（金） 健康診断［４年］（豊）

4（月） 新入生ガイダンス① 経済・人
健康診断［３年］（豊）

5（火） 新入生ガイダンス② 法
健康診断［２年］（豊）・（工）

6（水） 新入生ガイダンス③ 経営・工

7（木） 奨学金ガイダンス①
健康診断［１年］（豊）

8（金） 奨学金ガイダンス②
9（土） 第１学期授業開始

５ 16（月） 学園創立記念日
28（土） 第１回オープンキャンパス①

６

4（土） 第１回オープンキャンパス②
11（土） 第１回オープンキャンパス③
17（金）～19（日） 第68回対東北学院大学定期戦（仙台）
18（土） 第１回オープンキャンパス④
25（土） 第１回オープンキャンパス⑤

７
23（土） 予備日①
29（金） 実験生物に感謝する日
30（土） 予備日②

８

1（月） 第１学期授業終了
2（月）～ 8（月） 第１学期期末評価実施期間 / 定期試験
9（火） 第１学期定期試験予備日

10（水）～11（木） 第２回オープンキャンパス
10（水） 夏季休業開始
13（土）～16（火） 全学休学（事務取扱休止）

９

16（金） ９月期卒業生発表
20（火） 夏季休業終了
21（水） 第２学期授業開始
24（土） 第３回オープンキャンパス①
30（金） ９月期卒業証書・学位記授与式

月 日（曜日） 行　　事

10

1（土） 第３回オープンキャンパス②
8（土）～10（月） 第 71 回十月祭・第 51 回工学祭
8（土） ホームカミングデー

15（土） 第３回オープンキャンパス③
22（土） 第３回オープンキャンパス④
29（土） 第３回オープンキャンパス⑤

11 27（日） 特別選抜
12 27（火） 冬季休業開始
令
和
５
年　
　
１

7（土） 冬季休業終了
10（火） 第２学期授業再開
24（火） 予備日①
25（水） 予備日②
26（木） 振替土曜日授業
27（金） 第２学期授業終了
28（土）　～2/3（金）第２学期期末評価実施期間 /定期試験

２
4（土） 第２学期定期試験予備日
8（水） 一般選抜準備日
9（木）～12（日） 一般選抜

３

4（土） 特別選抜（社会人Ⅱ期）
10（金） 卒業生発表
13（月） 進級生発表

21（火） 卒業証書・学位記授与式
（卒業祝賀会）

27（月） 在学生ガイダンス（豊平校舎①）
各課程ガイダンス①

28（火） 在学生ガイダンス
（豊平校舎②・山鼻校舎①）

29（水）
在学生ガイダンス

（豊平校舎③・山鼻校舎②）
各課程ガイダンス②

30（木） 各課程ガイダンス③
31（金） 各課程ガイダンス④

令和 3年度
卒業証書・学位記授与式

※駐車場がないので、公共交通機関をご利用ください

北海道立総合体育センター
「北海きたえーる」メインアリーナ
札幌市豊平区豊平5条11丁目1番1号

両式典会場

注意事項
①卒業生・修了生のみの出席としますので、
ご家族・在学生などの出席はご遠慮ください。
②式典の様子は、後日、本学webサイトでオ
ンデマンド配信する予定です。
③卒業祝賀会は開催しません。
※式典は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、
国及び自治体のガイドライン等を遵守して開催いたしま
す。内容等の変更あるいは中止になる場合もあります。

法・人文・工学部
法・文・工学研究科　、法務研究科

月 日（火）11：30～12：303 22 予定

経済・経営学部、経済・経営学研究科
月 日（月）15：30～16：303 21 予定

令和４年度 健康診断日程表
■豊平校舎〈学部生〉

学年・健診日 学　部 時　間 検　査・会　場

新 1 年生
4月７日（木）

１
部

経済 K1 ～ K3 クラス 9：15 ～  9：55
○「問診票」「健診のご案内用紙」の受取り・
記入

※健診日前に実施する各学部の教務ガイダンス
で、学生部の資料と一緒に配布されます。
※問診票の太枠内は、事前にボールペンで記載
しておいてください。

①身体計測
　─学園会館 2 階大会議室（生協食堂上）
②内科診察
　─学園会館 3 階（大会議室の上）
③胸部 X 線
　─学生玄関前

※問診票を最後に回収。

経済 K4 ～ K6 クラス 9：55 ～ 10：40
経営 経営学科 13：00 ～ 13：40
経営 経営情報学科 13：40 ～ 14：15
法学 F1 ～ F3 クラス 10：40 ～ 11：15
法学 F4 ～ F6 クラス 11：15 ～ 11：45
人文 日本文化学科
工学 社会環境工学科
       建築学科

14：15 ～ 15：00

人文 英米文化学科
工学 電子情報工学科
       生命工学科

15：00 ～ 15：45

２
部

経済・経営 18：00 ～ 19：00
法・人文 17：00 ～ 18：00

新 2 年生
4月５日（火）

新 3 年生
4月４日（月）

新 4 年生・
研究生

4月1日（金）

１
部

経済 経済学科 13：00 ～ 13：40 ○「問診票」等の受取り日時・記入
3 月９日（水）〜 31日（木）の平日
時間：10：00 〜 20：30 、場所：医務室前

〈2・3 年生〉「問診票」のみ
〈4 年生〉「問診票」「尿検査容器」「健診のご案内
用紙」
※問診票の太枠内は、事前にボールペンで記載
しておいてください。

①身体計測（4 年生・研究生は視力検査あり）
　─学園会館 2 階大会議室（生協食堂上）
②内科診察
　─学園会館 3 階（大会議室の上）　
　〈2・3 年生は終了〉
③尿検査容器提出・胸部 X 線
　─学生玄関前　
　〈4 年生・研究生のみ〉

経済 地域経済学科 13：40 ～ 14：15

経営 経営学科 14：15 ～ 14：55

経営 経営情報学科 14：55 ～ 15：30

法学 法律学科 9：30 ～ 10：10

法学 政治学科 10：10 ～ 10：45

人文 日本文化学科 10：45 ～ 11：15

人文 英米文化学科 11：15 ～ 11：45

２
部

経済・経営 18：00 ～ 19：00

法・人文 17：00 ～ 18：00

研究生 全時間帯可能

学年・健診日 時間 検査・会場

新 1 年生
4月７日（木）

9：15
13：00
17：00

～
～
～

11：45
15：45
19：00

①問診票の受取り・記入─問診票はガイダンスで配布
※問診票の太枠内は、事前にボールペンで記載しておいてください。

②身体計測─学園会館 2 階大会議室（生協食堂上）
③内科診察─学園会館 3 階（女性：8 番会議室、男性：9 ～ 10 番会議室）
④胸部 X 線─学生玄関前

新 2 年生以上
4月1日（金）

9：30
13：00
17：00

～
～
～

11：45
15：30
19：00

①問診票の受取り・記入─問診票はガイダンスで配布
※問診票の太枠内は、事前にボールペンで記載しておいてください。

②身体計測 ※視力は最終学年のみ─学園会館2階大会議室（生協食堂上）
③内科診察─学園会館 3 階（大会議室の上）　
④最終学年のみ尿検査容器提出・胸部 X 線─学生玄関前

■豊平校舎〈大学院生〉

■山鼻校舎〈工学部生・研究生・大学院生〉
学年・健診日 学科 時　間 検　査・会　場

工
学
部

新 2 年生
4月 5日（火）

男性 社会環境 9：30 ～ 9：50
○問診票等の受取り

※工学部生：問診票等の事前配布物については
Ｇ -PLUS にてお知らせします。
※修士・博士：問診票等の事前配布物について
は後日お知らせします。

○内科診察
　─ 31 番教室
○身体計測 ※視力検査は 4 年生・研究生・
修士 2 年生・博士 3 年生のみ
　─ 32 番教室
○胸部 X 線
　─ 1 号館 1 階玄関前
○尿検査
　 ・2 ～ 3 年生の体育会系クラブ員
    ─提出場所：医務室
　・4 年生 ・ 研究生
　・修士 2 年生・博士 3 年生
    ─提出場所：1 号館 1 階ロビー
　　（胸部 X 線受付へ提出）

男性 建築 9：50 ～ 10：10
男性 電子情報 10：10 ～ 10：30
男性 生命 10：30 ～ 10：50
女性 全学科 10：50 ～ 11：20

新 3 年生
4月 5日（火）

男性 社会環境 11：20 ～ 11：40
男性 建築 11：40 ～ 12：00
男性 電子情報 12：00 ～ 12：20
男性 生命 12：20 ～ 12：40
女性 全学科 12：40 ～ 13：00

新 4 年生・
研究生

4月 5日（火）

男性 社会環境 14：00 ～ 14：20
男性 建築 14：20 ～ 14：40
男性 電子情報 14：40 ～ 15：00
男性 生命 15：00 ～ 15：20
女性 全学科 15：20 ～ 15：50

大
学
院

4月 5日（火） 修 / 新 1・2 年生
博 / 新 1・3 年生

男性 
14：00 ～ 15：20
女性 
15：20 ～ 15：50

物事に進んで取り組む主体性がある
他人に働きかけ巻き込む働きかけ力がある
目的を設定し確実に行動する実行力がある

現状を分析し目的や課題を明らかにする課題発見力がある
課題解決に向けたプロセスを明らかにし準備する計画力がある

新しい価値を生み出す創造力がある
自分の意見をわかりやすく伝える発信力がる

相手の意見を丁寧に聴く傾聴力がある
意見の違いや立場の違いを理解する柔軟性がある

自分と周囲の人々や物事との関連性を理解する情況把握力がある
社会のルールや人との約束を守る規律性がある

ストレスの発生源に対応するストレスコントロール力がある
基礎学力がしっかり身についている

根拠から結論へと道筋を立てて考えられる論理的思考力がある
前提情報を検証し、偏りがないか反省できる批判的思考力がある

感情の抑制 /立ち直りの早さ /冷静に対応する力がある
0 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

優れている どちらかというと優れている 普通 どちらかというと物足りなさを感じる 物足りなさを感じる

75 件
44 件
65 件

41 件
39 件
30 件
53 件
69 件

48 件
44 件

84 件
32 件

63 件
37 件
25 件
36 件

156 件
136 件

143 件
131 件
126 件

92 件
135 件

137 件
143 件
153 件

133 件
113 件

124 件
124 件

111 件
126 件

62 件
107 件
79 件

114 件
122 件

155 件
99 件
86 件

101 件
93 件
77 件

142 件
103 件

126 件
152 件
127 件

4

1

1

3
2
1
1

10
10
11
9
20
9
5
5
7

8
6
9
9
8

学生の基礎学力を伸ばしてほしい
学生の専門知識を伸ばしてほしい
学生の文章力を伸ばしてほしい
学生の発信力を伸ばしてほしい
学生の傾聴力を伸ばしてほしい

学生に論理的思考力を身につけさせてほしい
学生に批判的思考力を身につけさせてほしい

学生の協調性を伸ばしてほしい
学生に社会人してのルールを学ばせてほしい
学生に社会人してのマナーを学ばせてほしい
学生にたくさんの社会経験をさせてほしい

学生に企業研究や仕事研究をしっかりさせてほしい
学生との接点を増やしてほしい
学内合同企業説明会に参加したい

OBの懇親会等、イベントを開催させてほしい

0 50 件 100 件 150 件 200 件

61 件
45 件
43 件

79 件
54 件

14 件
92 件
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卒
業
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

　

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
て
早

２
年
と
な
り
、
行
動
が
制
限
さ
れ

た
な
か
で
の
生
活
は
大
変
だ
っ
た

で
し
ょ
う
が
、
よ
く
我
慢
さ
れ
た

と
思
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
と
の
付
き

合
い
は
卒
業
後
も
続
き
そ
う
で
す

が
、
制
限
さ
れ
た
中
で
も
自
分
に

で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

４
月
か
ら
職
業
人
と
し
て
頑

張
っ
て
い
く
皆
さ
ん
に
お
願
い

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
仕
事

を
し
て
い
く
上
で
、「
す
べ
き
こ

と
」「
で
き
る
こ
と
」「
や
り
た

い
こ
と
」
の
３
つ
を
意
識
し
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

社
会
人
と
し
て
「
す
べ
き
こ

と
」
と
い
う
の
は
、必
要
最
低
限
、

こ
れ
だ
け
は
や
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
約
束
事
、
組
織

の
業
務
命
令
や
依
頼
主
か
ら
の

要
望
に
応
え
る
こ
と
で
す
。
新

社
会
人
に
な
っ
た
ば
か
り
の
頃

は
き
っ
と
、
す
べ
き
こ
と
を
こ

な
す
だ
け
で
精
一
杯
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
投
げ
出
す
よ
う

な
こ
と
の
な
い
よ
う
、
責
任
感

を
も
っ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で

く
だ
さ
い
。

　

た
だ
、
社
会
で
は
与
え
ら
れ

た
仕
事
だ
け
や
っ
て
い
れ
ば
い

い
と
言
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
客
さ
ん
や
組
織
か
ら
必
要
と

さ
れ
る
た
め
に
は
、「
で
き
る
こ

と
」
を
増
や
し
、
自
ら
の
市
場

価
値
を
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
・

関
心
を
持
ち
、
謙
虚
に
学
ぼ
う

と
す
る
姿
勢
を
忘
れ
ず
に
仕
事

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
仕
事
の

ス
キ
ル
や
知
識
、
経
験
を
蓄
え

て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、「
す
べ
き
こ
と
」
に
自
分
な

り
の
付
加
価
値
を
加
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ど
ん
ど
ん

「
で
き
る
こ
と
」
を
増
や
し
、
自

分
の
存
在
価
値
を
上
げ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

最
後
に
「
や
り
た
い
こ
と
」

で
す
が
、「
こ
ん
な
こ
と
が
実
現

で
き
れ
ば
も
っ
と
世
の
中
の
た

め
に
な
る
、
も
っ
と
人
が
喜
ん

で
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
、
世
の

中
の
ニ
ー
ズ
に
気
づ
い
た
と
き
、

は
じ
め
て
意
識
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
「
や

り
た
い
こ
と
」
を
見
つ
け
た
と

き
、
大
変
と
思
え
る
仕
事
に
も

少
し
だ
け
や
り
が
い
や
面
白
み

を
感
じ
た
る
こ
と
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
本
学
で
の
４

年
間
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

大
学
生
に
と
っ
て
「
す
べ
き
こ

と
」
は
、
指
定
さ
れ
た
学
業
を
修

め
卒
業
す
る
こ
と
で
し
た
。
は

じ
め
は
す
べ
き
こ
と
だ
っ
た
と

し
て
も
、
多
く
の
専
門
科
目
を

学
び
、
知
識
が
増
え
て
い
く
こ

と
で
、
受
講
「
で
き
る
」
専
門

科
目
も
増
え
て
い
っ
た
は
ず
で

す
。
た
く
さ
ん
の
学
び
の
中
で
、

興
味
深
い
／
面
白
い
と
感
じ
た

り
、「
や
っ
て
み
た
い
」
と
思
え

る
科
目
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
つ
ま
り
、
社
会

人
と
し
て
の
こ
れ
か
ら
も
、
学

業
の
延
長
で
あ
る
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

唯
一
の
違
い
は
、
社
会
で
働

く
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
の
た

め
の
学
び
で
は
な
く
、
他
者
に

必
要
と
さ
れ
る
た
め
の
学
び
や

成
長
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
社

会
に
出
る
皆
さ
ん
に
は
、
自
分

の
た
め
で
は
な
く
、
目
の
前
に
い

る
人
の
た
め
に
、
日
々
学
び
の

姿
勢
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
仕

事
に
向
き
合
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　　

昨
年
12
月
、
当
セ
ン
タ
ー
で

は
、
企
業
に
対
し
「
人
材
ニ
ー
ズ

に
関
す
る
調
査
」
と
い
う
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
目

的
は
、
本
学
学
生
・
卒
業
生
の

印
象
や
大
学
へ
の
要
望
、
採
用

時
に
重
視
す
る
項
目
な
ど
回
答

い
た
だ
き
、
そ
の
集
計
結
果
を

今
後
の
学
生
支
援
に
活
用
す
る

た
め
で
す
。

　

今
回
は
一
部
の
み
の
ご
紹
介

と
な
り
ま
す
が
、
本
学
が
社
会

か
ら
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
て
い

る
の
か
客
観
視
す
る
い
い
機
会

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【
学
園
生
の
印
象
】

　

本
学
の
学
生
・
卒
業
生
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
印
象
を
持
っ

て
い
る
の
か
、
各
項
目
に
つ
い

て
５
段
階
評
価
し
て
い
た
だ
い

た
結
果
が
【
図
表
１
】
で
す
。

　

70
％
以
上
の
企
業
が
「
優
れ

て
い
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

優
れ
て
い
る
」
と
評
価
し
た
項

目
は
、「
主
体
性
が
あ
る
」、「
規

律
性
が
あ
る
」
と
な
り
ま
し
た
。

半
面
、50
％
以
上
の
企
業
が
、「
創

造
力
」「
ス
ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
力
」「
批
判
的
思
考
力
」
は
、

そ
れ
ほ
ど
評
価
し
て
い
な
い
よ

う
で
し
た
。

【
本
学
へ
の
要
望
】

　

本
学
に
対
す
る
要
望
等
を
ま

と
め
た
も
の
が
【
図
表
２
】
で
す
。

結
果
は
「
学
内
合
同
企
業
説
明
会

に
参
加
し
た
い
」
が
他
を
圧
倒

し
た
形
と
な
り
ま
し
た
。
学
生

に
自
社
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
い
、
就
職
を
考
え
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
企
業
は
、

若
い
人
材
を
採
用
し
た
い
と
い

う
熱
意
は
失
っ
て
い
な
い
、
む

し
ろ
、
コ
ロ
ナ
禍
を
生
き
延
び

る
た
め
に
も
若
い
人
た
ち
の
力

を
欲
し
て
い
る
表
れ
で
は
な
い

か
と
さ
え
感
じ
ま
す
。

　

最
後
に
あ
る
企
業
か
ら
の
フ

リ
ー
コ
メ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

「
貴
校
の
学
生
が
と
い
う
よ
り
Ｚ

世
代
全
般
に
い
え
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
会
社
訪
問
で
時
間
な
ど
に

ル
ー
ズ
で
あ
る
。
大
学
で
就
職
活

動
に
向
け
て
取
り
組
み
を
さ
れ

て
い
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
マ

ナ
ー
の
点
で
は
だ
ら
し
な
い
学

生
が
増
え
て
い
る
。

　

学
内
で
企
業
訪
問
の
際
の
名

刺
の
受
け
取
り
方
く
ら
い
は
指

導
し
て
あ
げ
て
も
い
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
入
社
後
は
当
社
で

一
人
前
に
育
て
ま
す
が
、
学
生

と
な
る
と
指
導
し
づ
ら
い
」

　

耳
の
い
た
い
コ
メ
ン
ト
で
す

が
、
こ
う
い
っ
た
意
見
を
真
摯

に
受
け
止
め
、
今
後
の
就
職
支

援
に
繋
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

キャリア支援センター

就職活動
INFORMATION

  

他
者
に
必
要
と
さ
れ
る
た
め
の
学
び
や
成
長
を

令和 4年度 入学式

法・人文・工学部
法・文・工学研究科

10：30月 日（土）4 2
経済・経営学部
経済・経営学研究科

14：30月 日（金）4 1
式典は1時間程度を
予定しています

▽
11
月
19
日 

駐
札
幌
大
韓
民
国
総
領

事
館
総
領
事 

裴
炳
洙
氏
、
副
領
事 

高

麗
熏
氏
、
領
事 

金
亨
重
氏

▽
12
月
20
日 

釧
路
町
長 

小
松
茂
氏
、

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長 

江
端
邦
仁
氏

▽
12
月
21
日 

株
式
会
社
シ
ー
エ
ー
ブ

イ
代
表
取
締
役
社
長 

宮
田
昌
利
氏
、

専
務
取
締
役 

横
地
宏
幸
氏
、
取
締
役

シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部
長 

中
川
明
彦
氏

　
「
進
路
調
査
票
」
は
、
大
学
か
ら
卒

業
生
に
対
す
る
調
査
で
卒
業
後
の
進

路
に
つ
い
て
の
最
終
確
認
を
す
る
も

の
で
す
。
所
定
の
方
法
で
必
ず
提
出

す
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
情
報
は
、

①
文
部
科
学
省
の
進
路
統
計
調
査
、

②
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
の
各
種

統
計
資
料
の
作
成
、
③
出
身
高
校
へ

の
情
報
提
供
、
④
同
窓
会
活
動
（
会

報
発
送
・
事
業
案
内
）
等
に
使
用
さ

れ
る
も
の
で
、
個
人
情
報
保
護
法
を

遵
守
し
そ
れ
以
外
に
利
用
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

提
出
方
法　
令
和
４
年
３
月
10
日
以

降
、
学
費
支
給
者
宛
に
送
付
さ
れ
る

成
績
関
係
書
類
に
、
こ
の
「
進
路
調

査
票
」
も
入
っ
て
い
ま
す
。
記
載
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

上
で
回
答
い
た
だ
く
か
、
ま
た
は
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
卒
業
式
当
日

に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

  

４
年
生
の
皆
さ
ん
へ

「
進
路
調
査
票
」
提
出
の
お
願
い

企
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

【図表 1】北海学園大学生の印象

【図表 2】本学への要望

企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果


